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特 集　新米を食べて農を応援

RSK古米リポーターと新見女性部豊永支部 加藤智子支部長（右）
かとうふるまい ともこ

ピオーネの
メープルパンプティング

・オーブンを180度で予熱しておく。予熱機能のないオーブンは温度設
定し、10分加熱を行った後、焼き始める。

1. フランスパンを１口大に切る。
2. ボウルにアパレイユの材料を入れて混ぜ合わせる。
3. 耐熱皿に①と②、「ピオーネ」を皮ごと入れる。
4. 180度のオーブンで色がつくまで20分ほど焼く。　　　　　　　　
★ポイント！…焼き色が付きすぎてしまう場合は、アルミホイルを被せる。

5. 粉砂糖をかけ、ミントを添えて、完成！！

[ 材 料／１台分（１０００㎖耐熱皿）] [ 準備 ]

[つくりかた ]

■フランスパン………………… 100ｇ
■ピオーネ………………………100ｇ
（アパレイユ）　　　　　　　　　　　
□牛乳……………………… 200㎖
□メープルシロップ…………… 50㎖
□卵（Ｍサイズ）……………… 2個
■粉砂糖…………………………適量
■ミント……………………………適量

「ピオーネ」の
甘味と香り引き立つ
お手軽おやつです!!

晴れびと！

“ピオーネ愛”
親から子へ

RSK

「笑味
ちゃん

天気予
報」で

紹介！
！

  （ごご
6時50

分～7
時）
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新
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農
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援

推
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名
物
ま
つ
り
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第
７
回「
矢
掛
宿
場
の
青
空
市
き
ら
り
」／
矢
掛
町

食
と
農
の
連
携
で
地
域
活
性
を 

作
陽
学
園
と
包
括
協
定

ブ
ド
ウ
鮮
度
そ
の
ま
ま 

直
行
便
、出
発

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ほ
か

コ
マ
ツ
ナ

「
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ー
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」

阿
新
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ど
う
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望
む
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新
見
市
豊
永
地
区

石
灰
岩
と
里
山
が
育
む

　
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」の
聖
地

産
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」の
一
大
産
地
を

抱
え
る
新
見
市
。
今
で
は
ほ
ぼ
全
域

に
栽
培
が
広
が
り
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
の

が
市
内
南
部
の
標
高
４
０
０
〜
５
０
０
㍍
の

カ
ル
ス
ト
台
地
に
位
置
す
る
豊
永
・
草
間
・

井
倉
地
区
で
す
。
昼
夜
の
寒
暖
差
や
夏
の
涼

し
い
気
候
、
台
地
な
ら
で
は
の
日
当
た
り
や

水
は
け
の
よ
さ
に
加
え
、
大
佐
ダ
ム
か
ら
く

み
上
げ
る
か
ん
水
設
備（
畑
か
ん
）も
整
う
な

ど
、
良
質
な
ブ
ド
ウ
づ
く
り
の
環
境
が
揃
い

ま
す
。
県
外
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
の
受

け
皿
も
担
い
、
市
中
心
部
か
ら
真
庭
市
北
房

地
区
に
向
か
う
途
中
に
は
、
研
修
体
験
が
で

き
る「
ピ
オ
ー
ネ
交
流
館
」、
観
光
果
樹
園
な

ど
交
流
拠
点
も
あ
り
ま
す
。

　
台
地
に
は
、
石
灰
岩
地
形
を
象
徴
す
る
井

倉
洞
や
満
奇
洞
な
ど
無
数
の
鍾
乳
洞
や
カ
レ

ン
フ
ェ
ル
ト（
石
灰
岩
柱
）が
点
在
し
、
す
り

鉢
状
の
く
ぼ
地
で
あ
る
ド
リ
ー
ネ
を
取
り
囲

む
よ
う
に
民
家
や
畑
が
集
ま
り
ま
す
。
５
月

か
ら
梅
雨
明
け
ま
で
は
雨
よ
け
の
た
め
の
簡

易
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
が
織
り
な
す
、
か
ま
ぼ
こ

を
並
べ
た
よ
う
な
風
景
が
一
面
に
現
れ
ま
す
。

　
産
地
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
昭
和
59
年
。

か
つ
て
品
質
日
本
一
の
葉
タ
バ
コ
産
地
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
減
反
政
策
の
あ
お
り

か
ら
将
来
を
い
ち
早
く
見
据
え
、
代
替
作
物

と
し
て「
ピ
オ
ー
ネ
」を
導
入
し
ま
し
た
。
身

近
な
有
機
質
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
今
も

受
け
継
ぎ
、
落
ち
葉
や
カ
ヤ
な
ど
を
集
め
て

畑
に
投
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ブ
ド

ウ
畑
の
近
く
に
は
カ
ヤ
畑
の
ほ
か
、
手
入
れ

が
行
き
届
い
た
里
山
が
見
ら
れ
る
の
も
特
徴

で
す
。 特

新見市豊永地区

お
お
さ

ソ
ラ
サ
ン
ぽ
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な
か
や
ま
ま
さ
み

ハウス内の温度・湿度・日射量を測定できるスマート
機器は安東さんの強い味方だ

阿新ぶどう部会　武岡 裕和さん（55） 由香さん（41）
たけおか ひろかずたけおか ゆか

晴れびと！
新見統括本部

Ｊ
Ａ
を
代
表
す
る
ブ
ド
ウ

「
ピ
オ
ー
ネ
」の
出
荷
が
９

月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
最
大
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
県
南
部

か
ら
中
北
部
に
向
け
て
８
つ
の
地

区
を
つ
な
ぐ
長
期
リ
レ
ー
出
荷
が

順
調
に
進
み
、
９
月
８
日
に
は
最

後
発
と
な
る
新
見
地
区
で
主
力
の

露
地
物
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

近
年
で
最
高
の
真
っ
黒
な
色
づ
き

に
仕
上
が
り
、
阿
新
ぶ
ど
う
部
会

は
ブ
ド
ウ
全
体
で
過
去
最
高
と

な
っ
た
前
年
超
え
の
11
億
５
千
万

円
の
販
売
を
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
広
域
合
併
に
よ
り
、「
く

だ
も
の
王
国
岡
山
」の
中
核
を
担

う
当
Ｊ
Ａ
。「
ピ
オ
ー
ネ
」は
日
本

最
大
の
産
地
と
な
り
、
前
年
は
出

荷
量
３
０
０
５
㌧
、
34
億
３
千
万

円
を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

指
折
り
の
産
地
を
確
立
し
て
い
る

の
が
阿
新
ぶ
ど
う
部
会
で
、
今
年

は
生
産
者
３
１
８
人
が
88
㌶
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
商
品

価
値
や
農
家
手
取
り
に
影
響
す
る

果
皮
の
色
づ
き
で
す
。
上
位
等
級

「
赤
秀
」を
作
る
た
め
に
切
磋
琢
磨
。

落
ち
葉
や
カ
ヤ
な
ど
有
機
質
に
よ

る
土
づ
く
り
か
ら
房
づ
く
り
に
至
る

ま
で
、
大
粒
で
真
っ
黒
な
仕
上
が

り
を
目
指
し
て
日
々
探
求
を
続
け

て
い
ま
す
。
初
出
荷
と
な
っ
た
９
月

上
旬
の
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
生
産

者
が
選
別
基
準
を
確
認
し
、
品
質

の
高
位
平
準
化
に
向
け
て
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
７
月
下
旬
か
ら
の
夜
温

の
低
下
に
も
恵
ま
れ
、
色
づ
き
が
進

み
ま
し
た
。
長
雨
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
粒
張
り
が
抜
群
に

よ
く
、
濃
厚
で
コ
ク
深
い
味
わ
い
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は

日
量
35
㌧
を
見
込
み
、
11
月
上
旬

ま
で
東
京
・
大
阪
・
広
島
・
岡
山
・

姫
路
の
各
市
場
に
１
１
５
０
㌧
を
出

荷
す
る
計
画
で
す
。

　
中
山
正
己
部
会
長
は「
黒
系
ブ

ド
ウ
に
対
す
る
市
場
か
ら
の
引
き

合
い
は
強
い
。
安
全
安
心
で
美
し
い

『
ピ
オ
ー
ネ
』を
届
け
、
産
地
と
し

て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
と
信
頼
を
固

め
て
い
き
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

見
統
括
本
部
阿
新
ぶ
ど
う

部
会
は
、
親
か
ら
子
へ
と

第
二
世
代
が
中
核
を
担
い
ま
す
。

生
産
者
１
０
１
人
を
抱
え
る
豊
永

支
部
で
副
支
部
長
を
務
め
る
武
岡

裕
和
さ
ん
も
そ
の
一
人
。
特
産
の

主
力
ブ
ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」の
産
地

化
を
成
し
遂
げ
た
先
代
か
ら
の
技

術
や
教
え
を
忠
実
に
実
践
し「
現

状
に
満
足
せ
ず
、
仲
間
と
と
も
に

新
た
な
知
識
や
情
報
を
吸
収
し
合

い
た
い
」と
貪
欲
に
品
質
を
追
い
求

め
ま
す
。

　
地
域
で
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
を
先
駆

け
た
親
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、２
０
０
５

年
に
就
農
。
両
親
は「
海
の
物
と

も
山
の
物
と
も
つ
か
な
い
」と
の
周

り
の
反
対
を
押
し
切
り
、
葉
タ
バ

コ
に
替
わ
る
作
物
に
ゼ
ロ
か
ら
挑
み

ま
し
た
。
そ
の
果
敢
な
姿
に「
定
年

が
な
く
夫
婦
で
努
力
し
た
分
だ
け

稼
げ
る
」と
確
信
し
ま
し
た
。

　
今
は
加
温
ハ
ウ
ス
と
露
地
を
合

わ
せ
１
㌶
の
園
地
を
家
族
４
人
で

切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。「
ピ
オ
ー

ネ
」を
柱
に「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

な
ど
８
品
種
１
７
７
本
を
栽
培
。

「
手
を
抜
い
た
ら
い
い
も
の
は
で
き

な
い
」と
の
教
訓
を
守
り
、
一
粒
一

房
に
丹
精
込
め
て
ハ
サ
ミ
を
入
れ

ま
す
。
妻
の
由
香
さ
ん
も「
家
族

で
同
じ
目
標
に
向
け
て
汗
を
流
す

毎
日
が
充
実
し
て
い
る
」と
目
を
細

め
ま
す
。

　
世
代
が
代
わ
っ
て
も
貫
く
技
術

が〝
生
き
た
土
づ
く
り
〞で
す
。
里

山
の
恵
み
で
あ
る
落
ち
葉
や
カ
ヤ

を
冬
の
間
に
集
め
、
春
の
シ
ー
ズ

ン
が
始
ま
る
と
畑
一
面
に
敷
き
詰
め

ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
が
土
中
微

生
物
を
活
発
化
さ
せ
、
根
と
樹
の

生
育
に
好
環
境
を
生
み
出
す
と
考

え
ま
す
。「
１
年
間
の
作
業
で
最

も
き
つ
く
て
嫌
い
な
仕
事
」と
い
う

も
の
の
、
近
年
の
気
候
変
動
の
影

響
か
ら
品
質
へ
の
効
果
を
特
に
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
に
も
目
を
向
け
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
食
農
体
験
は
21
年
目
を

数
え
ま
し
た
。「
一
粒
が
で
き
る
ま

で
の
苦
労
や
喜
び
を
覚
え
、
大
人

に
な
っ
て
も
記
憶
に
残
る
よ
う
な

体
験
に
し
た
い
。
食
べ
物
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）に
も
つ
な

が
る
」。
夫
妻
は
広
い
視
野
で
地
域

の
農
業
に
思
い
を
は
せ
ま
す
。

当新

新見統括本部

阿新ぶどう部会
（生産者318人、88haで栽培）

ピ
オ
ー
ネ

今
月
の
特
産
品

真
っ
黒
で
大
粒
こ
だ
わ
り

品
質
本
位
へ
切
磋
琢
磨

”ピ
オ
ー
ネ
愛
“親
か
ら
子
へ

家族で移住してトマト栽培
スマート農業も導入で10aあたり11tを

真っ黒で色づきよい「ピオーネ」
の安定生産に試行錯誤し、「技
術的な悩みや課題を共有できる
場がほしい」と向上心は尽きない

一面に落ち葉やカヤを敷き詰め、
隅々まで管理が行き届くほ場

順調に出荷リレーが進む「ピオーネ」。例年になく色濃く、粒張り・食味ともに抜群に仕上がった

表紙の説明
新見市立草間台小学校の児童を招く収穫体験。
ジベレリン処理・袋かけ・出荷作業を通じて食べ
物の大切さを伝えています。
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な
か
や
ま
ま
さ
み

ハウス内の温度・湿度・日射量を測定できるスマート
機器は安東さんの強い味方だ

阿新ぶどう部会　武岡 裕和さん（55） 由香さん（41）
たけおか ひろかずたけおか ゆか

晴れびと！
新見統括本部

Ｊ
Ａ
を
代
表
す
る
ブ
ド
ウ

「
ピ
オ
ー
ネ
」の
出
荷
が
９

月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
最
大
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
県
南
部

か
ら
中
北
部
に
向
け
て
８
つ
の
地

区
を
つ
な
ぐ
長
期
リ
レ
ー
出
荷
が

順
調
に
進
み
、
９
月
８
日
に
は
最

後
発
と
な
る
新
見
地
区
で
主
力
の

露
地
物
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

近
年
で
最
高
の
真
っ
黒
な
色
づ
き

に
仕
上
が
り
、
阿
新
ぶ
ど
う
部
会

は
ブ
ド
ウ
全
体
で
過
去
最
高
と

な
っ
た
前
年
超
え
の
11
億
５
千
万

円
の
販
売
を
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
広
域
合
併
に
よ
り
、「
く

だ
も
の
王
国
岡
山
」の
中
核
を
担

う
当
Ｊ
Ａ
。「
ピ
オ
ー
ネ
」は
日
本

最
大
の
産
地
と
な
り
、
前
年
は
出

荷
量
３
０
０
５
㌧
、
34
億
３
千
万

円
を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

指
折
り
の
産
地
を
確
立
し
て
い
る

の
が
阿
新
ぶ
ど
う
部
会
で
、
今
年

は
生
産
者
３
１
８
人
が
88
㌶
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
商
品

価
値
や
農
家
手
取
り
に
影
響
す
る

果
皮
の
色
づ
き
で
す
。
上
位
等
級

「
赤
秀
」を
作
る
た
め
に
切
磋
琢
磨
。

落
ち
葉
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カ
ヤ
な
ど
有
機
質
に
よ

る
土
づ
く
り
か
ら
房
づ
く
り
に
至
る

ま
で
、
大
粒
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真
っ
黒
な
仕
上
が

り
を
目
指
し
て
日
々
探
求
を
続
け

て
い
ま
す
。
初
出
荷
と
な
っ
た
９
月

上
旬
の
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
生
産

者
が
選
別
基
準
を
確
認
し
、
品
質

の
高
位
平
準
化
に
向
け
て
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
７
月
下
旬
か
ら
の
夜
温

の
低
下
に
も
恵
ま
れ
、
色
づ
き
が
進

み
ま
し
た
。
長
雨
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
粒
張
り
が
抜
群
に

よ
く
、
濃
厚
で
コ
ク
深
い
味
わ
い
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は

日
量
35
㌧
を
見
込
み
、
11
月
上
旬

ま
で
東
京
・
大
阪
・
広
島
・
岡
山
・

姫
路
の
各
市
場
に
１
１
５
０
㌧
を
出

荷
す
る
計
画
で
す
。

　
中
山
正
己
部
会
長
は「
黒
系
ブ

ド
ウ
に
対
す
る
市
場
か
ら
の
引
き

合
い
は
強
い
。
安
全
安
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で
美
し
い

『
ピ
オ
ー
ネ
』を
届
け
、
産
地
と
し

て
揺
る
ぎ
な
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地
位
と
信
頼
を
固

め
て
い
き
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

見
統
括
本
部
阿
新
ぶ
ど
う

部
会
は
、
親
か
ら
子
へ
と

第
二
世
代
が
中
核
を
担
い
ま
す
。

生
産
者
１
０
１
人
を
抱
え
る
豊
永
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部
で
副
支
部
長
を
務
め
る
武
岡

裕
和
さ
ん
も
そ
の
一
人
。
特
産
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主
力
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ド
ウ「
ピ
オ
ー
ネ
」の
産
地
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先
代
か
ら
の
技
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現
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、
仲
間
と
と
も
に

新
た
な
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情
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を
吸
収
し
合

い
た
い
」と
貪
欲
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品
質
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追
い
求

め
ま
す
。
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域
で
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
を
先
駆

け
た
親
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、２
０
０
５

年
に
就
農
。
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葉
タ
バ
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わ
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。
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定
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し
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。
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ハ
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地
を
合
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１
㌶
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園
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家
族
４
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で

切
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盛
り
し
て
い
ま
す
。「
ピ
オ
ー

ネ
」を
柱
に「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

な
ど
８
品
種
１
７
７
本
を
栽
培
。

「
手
を
抜
い
た
ら
い
い
も
の
は
で
き

な
い
」と
の
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訓
を
守
り
、
一
粒
一

房
に
丹
精
込
め
て
ハ
サ
ミ
を
入
れ

ま
す
。
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香
さ
ん
も「
家
族

で
同
じ
目
標
に
向
け
て
汗
を
流
す

毎
日
が
充
実
し
て
い
る
」と
目
を
細
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ま
す
。
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が
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っ
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も
貫
く
技
術
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た
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づ
く
り
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す
。
里
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の
恵
み
で
あ
る
落
ち
葉
や
カ
ヤ

を
冬
の
間
に
集
め
、
春
の
シ
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ズ

ン
が
始
ま
る
と
畑
一
面
に
敷
き
詰
め

ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
が
土
中
微

生
物
を
活
発
化
さ
せ
、
根
と
樹
の

生
育
に
好
環
境
を
生
み
出
す
と
考

え
ま
す
。「
１
年
間
の
作
業
で
最

も
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つ
く
て
嫌
い
な
仕
事
」と
い
う

も
の
の
、
近
年
の
気
候
変
動
の
影

響
か
ら
品
質
へ
の
効
果
を
特
に
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
に
も
目
を
向
け
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
食
農
体
験
は
21
年
目
を

数
え
ま
し
た
。「
一
粒
が
で
き
る
ま

で
の
苦
労
や
喜
び
を
覚
え
、
大
人

に
な
っ
て
も
記
憶
に
残
る
よ
う
な

体
験
に
し
た
い
。
食
べ
物
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）に
も
つ
な

が
る
」。
夫
妻
は
広
い
視
野
で
地
域

の
農
業
に
思
い
を
は
せ
ま
す
。

当新

新見統括本部

阿新ぶどう部会
（生産者318人、88haで栽培）

ピ
オ
ー
ネ

今
月
の
特
産
品

真
っ
黒
で
大
粒
こ
だ
わ
り

品
質
本
位
へ
切
磋
琢
磨

”ピ
オ
ー
ネ
愛
“親
か
ら
子
へ

家族で移住してトマト栽培
スマート農業も導入で10aあたり11tを

真っ黒で色づきよい「ピオーネ」
の安定生産に試行錯誤し、「技
術的な悩みや課題を共有できる
場がほしい」と向上心は尽きない

一面に落ち葉やカヤを敷き詰め、
隅々まで管理が行き届くほ場

順調に出荷リレーが進む「ピオーネ」。例年になく色濃く、粒張り・食味ともに抜群に仕上がった

表紙の説明
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新米の季節。苗づくりや田植え・稲刈りなど「米」は、
実るまでに八十八もの手間がかかると言われています。
「米」という字が「八十八」の組み合わせで成り立ってい
ると言われる所以でもあります。
私たち日本人が主食とするお米はどのような流通ルートを
たどって、私たちの食卓に届くのでしょうか。JAの役割
や取り組みを通じて、「食と農」の結びつきをお伝えします。

作る（農家）届ける（ＪＡ）食べる（消費者）

JAの施設では、「きぬむすめ」「コシ
ヒカリ」「あきたこまち」など20品種
約80万枚の苗を育て、農家へ配る。

農家から刈り取られた籾がフレコ
ンなどでＪＡに運ばれてくる。

統一シールを貼って販売
している「元気玄米」 県中北部は8月下旬からコンバイ

ンの音が各地で鳴り響き、稲刈り
が始まる。

資格を持ったＪＡ職
員が、農家から持ち
込まれたお米を検査
して等級を決定。安
全安心を守る。

品質が落ちるのを防ぐ
ために温度を保ちなが
ら、玄米の状態で出荷
まで大切に保管。

カントリーエレベーターは、農家から集めた籾を
品種ごとに大型乾燥機で乾燥させ、温度・湿度を
低く保ったサイロとよばれる大きな筒状の保管庫
で貯蔵。注文に応じて必要な量を籾摺りして、玄
米にする。

ライスセンターは、農家から 集めた籾を品種ご
とに乾燥・調製（籾摺り＝ 籾から籾殻を取り
除いて玄米にすること）する。 調製後の玄米を
米袋に入れ、倉庫で保管す る。

県北部では4月下旬か
ら田植えが始まる。

ＪＡでは育苗や苗の配達だけでなく、農業経営を事業として位置づけ、

田起こしや田植え、稲刈りまでを請け負い、地域農業の受け皿とし

て役割を発揮しています。今年度からは株式会社岡山西アグリサポー

トの事業も受け継ぎ、管理水田はＪＡ管内全体で約45ｈａに及びます。

お米ひとつでもさまざまなルート
によって僕たちの食卓に届くのが
よく分かったよ♪
多くの人が関わっているし、「農業
と食」は切っても切り離せないね！
「ありがとう」の気持ちを込めて
「いただきます！」をしよう！

育苗（苗づくり）

田植え

稲刈り

ＪＡのライスセンター
などへ搬入

農家保有米として
引き渡し

カントリーエレベーターライスセンター

品質検査
米倉庫で保管

政府備蓄米

卸業者や小売店
スーパーマーケット・ＪＡ直売所

パールライスなどＪＡ系統へ出荷

ＪＡが「元気玄米」として直接販売

ＪＡで精米し販売
昨年から「農協精米」としてブランド化。

ＪＡ施設で精米して販売まで一貫して手掛ける。

循環型農業の一環
として、牡蠣殻肥料を
使い栽培している
「里海米」なども
パールライスを通じて
スーパーなどで販売。

「
お
米
」を
食
べ
よ
う
！

消
費
量
が
減
少
の一
途

食
べ
る
こ
と
で
環
境
を
守
る

　食
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
る
飽
食
の
流
れ
に

伴
い
、
農
林
水
産
省
の
公
表
に
よ
れ
ば
、

左
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
米
の
1
人
あ
た
り

の
消
費
量
は
1
9
6
2（
昭
和
37
）年
度
の

1
1
8
・
3
㌔
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の一
途
を
た

ど
り
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
の
概
算

数
値
で
は
50
・
7
㌔
と
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以

下
に
ま
で
落
ち
込
む
見
通
し
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

中
食
・
家
庭
で
の
食
事（
内
食
）の
需
要
が

高
ま
る
も
、
外
食
産
業
の
著
し
い
落
ち
込

み
や
、
パ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
る
パ
ン
の
消
費
拡

大
な
ど
が
追
い
打
ち
と
な
り
、
米
の
消
費

は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　米
の
消
費
が
滞
れ
ば
、
日
本
の
農
業
の

根
幹
で
あ
る
米
づ
く
り（
全
国
の
作
付
面

積
1
4
6
・
2
万
㌶
・
2
0
2
0
年
実
績
）

が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
と
な
り
、
地
域

農
業
・
地
域
の
景
観
維
持
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　明
る
い
未
来
を
担
う
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
・
安
全
で
お

い
し
い
国
産
の
主
食
米
を
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
栄
養
豊
富
で「
万
能
食
材
」と

言
わ
れ
る
お
米
の
消
費
量
を
増
や
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

米の1人あたりの消費量推移
140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

118.3

1962（昭和37年） 1990（平成2年） 2005（平成17年）
（年度）

2018（平成30  年） 2020（令和2年）

70.0

53.5 50.7

■ 消費量（㎏）

58年間で
42.8%減少！！

61.4

農
JAの精米所

農家で乾燥・
調製した玄米

管内で作られてるお米。特徴を見極めておいしいご飯ライフ♪
品 種

きぬむすめ

コシヒカリ

あきたこまち

ヒノヒカリ

朝 日

アケボノ

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

お弁当、おにぎり

炊き立てごはん

★★★★☆
★★★★☆
★★★☆☆

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★★☆
★★★★☆
★★☆☆☆

特 徴 おすすめの食べ方（一例）

粘りが強く、冷めてもモチモチで
おいしいお米

粘り・甘味・香り、どれもが優れた
日本を代表する銘柄

和食向け甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★☆☆
★★★☆☆
★★☆☆☆

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★★☆
★★★★☆
★★★☆☆

素材を引き立て、口の中でふんわり
溶ける優しい食感

炊き込みご飯
やわらかい食感の中に存在する
確かな粒感と甘味

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★☆☆
★★☆☆☆
★★★★☆

すし飯
大粒の銀シャリはふくよかな
あっさりとした味わい

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★☆☆☆☆
★★☆☆☆
★★★★★

どんぶり
粒感しっかりのお米につゆの絡みが
絶妙

特集

●普段の料理にも役立つ時短レシピは「晴れの国レシピ」で!! ▶●米をはじめとする農産物の栽培についてはお近くのＪＡ店舗の営農指導員へお気軽にご相談を！

参考：農林水産省「令和元年度食料需給表：国民1人 /1 年当たり供給純食料」。   2020 年度は概算値。
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新米の季節。苗づくりや田植え・稲刈りなど「米」は、
実るまでに八十八もの手間がかかると言われています。
「米」という字が「八十八」の組み合わせで成り立ってい
ると言われる所以でもあります。
私たち日本人が主食とするお米はどのような流通ルートを
たどって、私たちの食卓に届くのでしょうか。JAの役割
や取り組みを通じて、「食と農」の結びつきをお伝えします。

作る（農家）届ける（ＪＡ）食べる（消費者）

JAの施設では、「きぬむすめ」「コシ
ヒカリ」「あきたこまち」など20品種
約80万枚の苗を育て、農家へ配る。

農家から刈り取られた籾がフレコ
ンなどでＪＡに運ばれてくる。

統一シールを貼って販売
している「元気玄米」 県中北部は8月下旬からコンバイ

ンの音が各地で鳴り響き、稲刈り
が始まる。

資格を持ったＪＡ職
員が、農家から持ち
込まれたお米を検査
して等級を決定。安
全安心を守る。

品質が落ちるのを防ぐ
ために温度を保ちなが
ら、玄米の状態で出荷
まで大切に保管。

カントリーエレベーターは、農家から集めた籾を
品種ごとに大型乾燥機で乾燥させ、温度・湿度を
低く保ったサイロとよばれる大きな筒状の保管庫
で貯蔵。注文に応じて必要な量を籾摺りして、玄
米にする。

ライスセンターは、農家から 集めた籾を品種ご
とに乾燥・調製（籾摺り＝ 籾から籾殻を取り
除いて玄米にすること）する。 調製後の玄米を
米袋に入れ、倉庫で保管す る。

県北部では4月下旬か
ら田植えが始まる。

ＪＡでは育苗や苗の配達だけでなく、農業経営を事業として位置づけ、

田起こしや田植え、稲刈りまでを請け負い、地域農業の受け皿とし

て役割を発揮しています。今年度からは株式会社岡山西アグリサポー

トの事業も受け継ぎ、管理水田はＪＡ管内全体で約45ｈａに及びます。

お米ひとつでもさまざまなルート
によって僕たちの食卓に届くのが
よく分かったよ♪
多くの人が関わっているし、「農業
と食」は切っても切り離せないね！
「ありがとう」の気持ちを込めて
「いただきます！」をしよう！

育苗（苗づくり）

田植え

稲刈り

ＪＡのライスセンター
などへ搬入

農家保有米として
引き渡し

カントリーエレベーターライスセンター

品質検査
米倉庫で保管

政府備蓄米

卸業者や小売店
スーパーマーケット・ＪＡ直売所

パールライスなどＪＡ系統へ出荷

ＪＡが「元気玄米」として直接販売

ＪＡで精米し販売
昨年から「農協精米」としてブランド化。

ＪＡ施設で精米して販売まで一貫して手掛ける。

循環型農業の一環
として、牡蠣殻肥料を
使い栽培している
「里海米」なども
パールライスを通じて
スーパーなどで販売。

「
お
米
」を
食
べ
よ
う
！

消
費
量
が
減
少
の一
途

食
べ
る
こ
と
で
環
境
を
守
る

　食
の
欧
米
化
な
ど
に
よ
る
飽
食
の
流
れ
に

伴
い
、
農
林
水
産
省
の
公
表
に
よ
れ
ば
、

左
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
米
の
1
人
あ
た
り

の
消
費
量
は
1
9
6
2（
昭
和
37
）年
度
の

1
1
8
・
3
㌔
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の一
途
を
た

ど
り
、
2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
の
概
算

数
値
で
は
50
・
7
㌔
と
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以

下
に
ま
で
落
ち
込
む
見
通
し
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

中
食
・
家
庭
で
の
食
事（
内
食
）の
需
要
が

高
ま
る
も
、
外
食
産
業
の
著
し
い
落
ち
込

み
や
、
パ
ン
ブ
ー
ム
に
よ
る
パ
ン
の
消
費
拡

大
な
ど
が
追
い
打
ち
と
な
り
、
米
の
消
費

は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　米
の
消
費
が
滞
れ
ば
、
日
本
の
農
業
の

根
幹
で
あ
る
米
づ
く
り（
全
国
の
作
付
面

積
1
4
6
・
2
万
㌶
・
2
0
2
0
年
実
績
）

が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
と
な
り
、
地
域

農
業
・
地
域
の
景
観
維
持
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　明
る
い
未
来
を
担
う
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
・
安
全
で
お

い
し
い
国
産
の
主
食
米
を
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
栄
養
豊
富
で「
万
能
食
材
」と

言
わ
れ
る
お
米
の
消
費
量
を
増
や
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

米の1人あたりの消費量推移
140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

118.3

1962（昭和37年） 1990（平成2年） 2005（平成17年）
（年度）

2018（平成30  年） 2020（令和2年）

70.0

53.5 50.7

■ 消費量（㎏）

58年間で
42.8%減少！！

61.4

農
JAの精米所

農家で乾燥・
調製した玄米

管内で作られてるお米。特徴を見極めておいしいご飯ライフ♪
品 種

きぬむすめ

コシヒカリ

あきたこまち

ヒノヒカリ

朝 日

アケボノ

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

お弁当、おにぎり

炊き立てごはん

★★★★☆
★★★★☆
★★★☆☆

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★★☆
★★★★☆
★★☆☆☆

特 徴 おすすめの食べ方（一例）

粘りが強く、冷めてもモチモチで
おいしいお米

粘り・甘味・香り、どれもが優れた
日本を代表する銘柄

和食向け甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★☆☆
★★★☆☆
★★☆☆☆

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★★☆
★★★★☆
★★★☆☆

素材を引き立て、口の中でふんわり
溶ける優しい食感

炊き込みご飯
やわらかい食感の中に存在する
確かな粒感と甘味

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★★★☆☆
★★☆☆☆
★★★★☆

すし飯
大粒の銀シャリはふくよかな
あっさりとした味わい

甘　味
粘り気

硬さ（粒感）

★☆☆☆☆
★★☆☆☆
★★★★★

どんぶり
粒感しっかりのお米につゆの絡みが
絶妙

特集

●普段の料理にも役立つ時短レシピは「晴れの国レシピ」で!! ▶●米をはじめとする農産物の栽培についてはお近くのＪＡ店舗の営農指導員へお気軽にご相談を！

参考：農林水産省「令和元年度食料需給表：国民1人 /1 年当たり供給純食料」。   2020 年度は概算値。
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年間1人1俵

最新鋭の選果機をプラス!!　「安心」　「おいしい」を消費者のみなさまに

で消費拡大を

カ
メ
ラ
に
よ
る
２
段
階
選
果
で

妥
協
を
許
さ
な
い
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ブ
ド
ウ
を

糖
度
や
熟
度
も
一
目
瞭
然

モ
モ
が
触
れ
る
ト
レ
ー
に
も
こ
だ
わ
り

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
強
化

選
果
む
ら
も
解
消
し
棚
も
ち
向
上

直
売
所
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の

特
価
販
売
の
ほ
か
、
玄
米
の
炊
き

方
や
栄
養
価
、
レ
シ
ピ
を
伝
え
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
米
の
お
試

し
パ
ッ
ク
進
呈
な
ど
を
通
じ
て
、Ｊ
Ａ

産
米
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

　
精
米
を
求
め
る
消
費
者
向
け
に
、

新
た
に「
農
協
精
米
」と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
。Ｊ
Ａ
産
米
を
玄
米
で
低
温
保

管
し
、
受
注
後
に
精
米
し
ま
す
。

つ
き
た
て
の
風
味
や
香
り
を
５
㌔
入
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
詰

め
、
早
け
れ
ば
翌
日
に
主
な
Ｊ
Ａ
直
売
所
に
並
べ
ま
す
。

銘
柄
に
は
根
強
い
人
気
が
あ
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ

ま
ち
」に
加
え
、
日
本
穀
物
検
定
協
会
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
で
５
年
連
続
最
高
位「
特
Ａ
」を
取
得
し
た「
き
ぬ
む
す

め
」を
揃
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
か
ら
丸
１
年
を
迎
え
、
広
域
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
に
元
気
を
届
け
よ

う
と
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
思
い
を「
元
気
玄
米
宣

言
」と
し
て
一
つ
に
結
集
。
既
存
の
地
域
環
境
を
守
る
循

環
型
農
業
の
ひ
と
つ「
里
海
米
」と
合
わ
せ
、
J
A
管
内

産
の
米
を
家
庭
向
け
に
玄
米
や
精
米
で
独
自
製
品
化
し
、

多
彩
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
14
万
５
千
人
と
全
国
最
大
規

模
の
組
織
体
。
准
組
合
員
５
万
人
の
消
費
を
促
し
、
１

人
あ
た
り
年
間
1
俵（
60
㌔
）を
買
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
ば
、

農
家
が
出
荷
す
る
合
計
40
万
俵
の
１
割
強
に
当
た
る
５

万
俵
の
消
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
元
気
玄
米
宣
言
」の一
環
で
あ
る
、「
Ｈａｐ
ｐ
ｙ 

Ｒ
ｉｃｅ 

う
米
ｄａｙ
」に
は
家
庭
で
食
べ
る
米
の
量
を
１
日
に
１
杯
、

１
食
で
も
増
や
し
、
家
族
み
ん
な
が
元
気
に
笑
顔
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
、
特
別
な
日
を
設
定
。Ｊ
Ａ

高梁市にある、中央ぶどう選果場・西部ぶどう選果場には、全国でここにしかな
い色彩選別カメラを導入しています。「ピオーネ」5㎏コンテナで、着色度合いを
色彩選別カメラで判定後、ＪＡ選果員の目視で病害虫の有無などを確認し、等階
級を決定しています。人の目に左右されない、どの産地よりも厳しいワンランク上
の選果をすることで、産地としての信頼を高めることにつなげています。

　
近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
を

受
け
、
販
売
を
強
化
し
た「
元
気

玄
米
」（「
あ
き
た
こ
ま
ち
」「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」「
き
ぬ
む
す
め
」「
朝
日
」「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」）は
、
集
荷
か
ら
販
売
ま
で

J
A
で
一
貫
し
て
手
掛
け
た
単
一
品

種
の
１
等
米
だ
け
を
取
り
扱
い
、

鮮
度
や
安
心
感
、
値
頃
感
を
追
求
。

全
量
を
色
彩
選
別
機
に
か
け
て
紙

袋
に
統
一
シ
ー
ル
を
貼
り
、
J
A
直

売
所
・
支
店
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ

ル
を
活
用
し
た
消
費
者
へ
の
直
接
販

売
を
拡
大
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
価
格
設
定
で
独
自
製

品
の
定
着
を
目
指
す
方
針
で
す
。

直売所でＪＡ産「きぬむすめ」などを特価で販売し、米の消費拡大をＰＲ

これは市場で農産物を運ぶ
ターレーだよ！

頑張ろう三唱で「元気玄米宣言」をするＪＡ役職員ら

新たに導入した色彩選別機

広
域
Ｊ
Ａ
の
底
力
発
揮

直
販
で
生
産
者
・
消
費
者
に
メ
リ
ッ
ト
を

広
域
Ｊ
Ａ
の
底
力
発
揮

直
販
で
生
産
者
・
消
費
者
に
メ
リ
ッ
ト
を

新
鮮
で
値
ご
ろ

厳
選
の
1
等
米
を
お
届
け

新
鮮
で
値
ご
ろ

厳
選
の
1
等
米
を
お
届
け

極
小
黒
点
ま
で
し
っ
か
り
除
去

最
新
色
彩
選
別
機
を
導
入
　
　

極
小
黒
点
ま
で
し
っ
か
り
除
去

最
新
色
彩
選
別
機
を
導
入
　
　

毎
月
15
日
は
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａ
ｙ

毎
月
15
日
は
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａ
ｙ

特集

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
毎
月
15
日
を「
Ｈａ
ｐ
ｐｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａｙ
」と

定
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
米
の
需
要
が
落
ち
込
む
中
、
全
国
最
大
規
模
の

組
合
員
数
や
店
舗
網
を
生
か
し
、
総
力
を
上
げ
て
米
の
消
費
・
販
売

拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
農
業
振
興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
を
中
心
に
組
合
員

の
買
い
支
え
の
輪
を
広
げ
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
と
も
連
携
し
て
売
り
場

を
確
保
し
、
販
売
拡
大
を
進
め
ま
す
。
今
年
産
米
で
は
准
組
合
員
を

中
心
に
一
斉
に
予
約
注
文
に
よ
る
共
同
購
入
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ス

マ
イ

デ
イ

　　　

ワンランクアップ間違いなし！
おいしい玄米の炊き方
ワンランクアップ間違いなし！
おいしい玄米の炊き方

敬遠されがちな玄米炊飯ですが、
この方法なら毎日でも食べたくなるおいしい玄米が簡単に

❶ 玄米を2～3回さっと軽く洗う。
❷ 炊飯器に玄米を入れ、規定量よりも
 50㎖ほど多めの水を入れて炊飯する。
 （玄米1合に対して水300㎖が目安）

・玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.5合
・もち米の玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・水

POINT

毎日飽きない玄米アレンジ （2合炊飯の場合）

色
彩
選
別
カ
メ
ラ
を
通
過
す
る
と
、

モ
ニ
タ
ー
上
に
等
階
級
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
る

倉敷市の浅原選果場に導入した、最 新の桃選果機。ひと玉ずつ重さを測
定し、糖度や熟度も判定します。特 にモモが触れるトレーは特殊なスポンジ
を用い、傷がつかないように工夫して います。
設備導入と選果場のレイアウトの刷新 で選果処理能力は5割向上。時間短
縮と選果データのフィードバックで栽培 技術向上も目指しています。

こ
だ
わ
り
の
ト
レ
ー
に
乗
せ
ら
れ
、
糖
度
や

熟
度
な
ど
を
判
定
す
る
機
械
へ
流
れ
る
モ
モ

中国地方最大級を誇るトマト選果場。機械選別装置（カラーソーター）の機能性
を向上し、着色判定・階級判定の選果精度を高め、選果むらを解消。製品予
冷では冷蔵機と冷凍機の計10台で予冷温度を保ち、コールドチェーン（低温物
流体系）を強化することで、消費者により新鮮な状態で「桃太郎トマト」を届け、
スーパーでの棚もちも向上し食品ロス軽減にもつなげています。

カ
ラ
ー
ソ
ー
タ
ー
を
通
過
し
、
階
級
別
に

振
り
分
け
ら
れ
た
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
は

機
械
に
よ
っ
て
箱
詰
め
さ
れ
る

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
最
新
の
色
彩
選
別
機
を
赤
磐
市
の
赤
磐
吉
井
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
に
導
入
し
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
従
来
か
ら
、
カ
メ
ム
シ
被
害
な
ど
に
よ
る
着
色
粒
の
除
去
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
選
別
機
で
そ
の
課
題
解
消
を
見
込
み
ま
す
。

　
選
別
機
は
1
時
間
に
最
大
4
㌧
の
選
別
が
可
能
。
極
め
て
小
さ
い
黒

点
ま
で
取
り
除
き
、
品
質
向
上
と
異
物
混
入
の
未
然
防
止
の
徹
底
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

・玄米は研ぎ汁が出ないから、表面の
汚れを落とす程度でOK！
・少量の清酒を入れるとより柔らかくな
ります。

も
ち
米
入
り

玄
米
ご
飯

食べごたえバツグン！食べごたえバツグン！

・玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.5合
・もち米の玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・洗った小豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・水

も
ち
米
入
り

玄
米
赤
飯

食物繊維で体スッキリ！食物繊維で体スッキリ！

●新米を予約販売中。詳しくはお近くのJA店舗まで。●オンラインショップでも新米をお買い求めいただけます。 8HAREBARE



年間1人1俵

最新鋭の選果機をプラス!!　「安心」　「おいしい」を消費者のみなさまに

で消費拡大を

カ
メ
ラ
に
よ
る
２
段
階
選
果
で

妥
協
を
許
さ
な
い
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ブ
ド
ウ
を

糖
度
や
熟
度
も
一
目
瞭
然

モ
モ
が
触
れ
る
ト
レ
ー
に
も
こ
だ
わ
り

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
強
化

選
果
む
ら
も
解
消
し
棚
も
ち
向
上

直
売
所
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の

特
価
販
売
の
ほ
か
、
玄
米
の
炊
き

方
や
栄
養
価
、
レ
シ
ピ
を
伝
え
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
米
の
お
試

し
パ
ッ
ク
進
呈
な
ど
を
通
じ
て
、Ｊ
Ａ

産
米
の
認
知
度
を
高
め
ま
す
。

　
精
米
を
求
め
る
消
費
者
向
け
に
、

新
た
に「
農
協
精
米
」と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
。Ｊ
Ａ
産
米
を
玄
米
で
低
温
保

管
し
、
受
注
後
に
精
米
し
ま
す
。

つ
き
た
て
の
風
味
や
香
り
を
５
㌔
入
り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
詰

め
、
早
け
れ
ば
翌
日
に
主
な
Ｊ
Ａ
直
売
所
に
並
べ
ま
す
。

銘
柄
に
は
根
強
い
人
気
が
あ
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ

ま
ち
」に
加
え
、
日
本
穀
物
検
定
協
会
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
で
５
年
連
続
最
高
位「
特
Ａ
」を
取
得
し
た「
き
ぬ
む
す

め
」を
揃
え
て
い
ま
す
。

　
合
併
か
ら
丸
１
年
を
迎
え
、
広
域
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
に
元
気
を
届
け
よ

う
と
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
思
い
を「
元
気
玄
米
宣

言
」と
し
て
一
つ
に
結
集
。
既
存
の
地
域
環
境
を
守
る
循

環
型
農
業
の
ひ
と
つ「
里
海
米
」と
合
わ
せ
、
J
A
管
内

産
の
米
を
家
庭
向
け
に
玄
米
や
精
米
で
独
自
製
品
化
し
、

多
彩
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
な
が
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
が
14
万
５
千
人
と
全
国
最
大
規

模
の
組
織
体
。
准
組
合
員
５
万
人
の
消
費
を
促
し
、
１

人
あ
た
り
年
間
1
俵（
60
㌔
）を
買
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
ば
、

農
家
が
出
荷
す
る
合
計
40
万
俵
の
１
割
強
に
当
た
る
５

万
俵
の
消
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
元
気
玄
米
宣
言
」の一
環
で
あ
る
、「
Ｈａｐ
ｐ
ｙ 

Ｒ
ｉｃｅ 

う
米
ｄａｙ
」に
は
家
庭
で
食
べ
る
米
の
量
を
１
日
に
１
杯
、

１
食
で
も
増
や
し
、
家
族
み
ん
な
が
元
気
に
笑
顔
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
、
特
別
な
日
を
設
定
。Ｊ
Ａ

高梁市にある、中央ぶどう選果場・西部ぶどう選果場には、全国でここにしかな
い色彩選別カメラを導入しています。「ピオーネ」5㎏コンテナで、着色度合いを
色彩選別カメラで判定後、ＪＡ選果員の目視で病害虫の有無などを確認し、等階
級を決定しています。人の目に左右されない、どの産地よりも厳しいワンランク上
の選果をすることで、産地としての信頼を高めることにつなげています。

　
近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
を

受
け
、
販
売
を
強
化
し
た「
元
気

玄
米
」（「
あ
き
た
こ
ま
ち
」「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」「
き
ぬ
む
す
め
」「
朝
日
」「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」）は
、
集
荷
か
ら
販
売
ま
で

J
A
で
一
貫
し
て
手
掛
け
た
単
一
品

種
の
１
等
米
だ
け
を
取
り
扱
い
、

鮮
度
や
安
心
感
、
値
頃
感
を
追
求
。

全
量
を
色
彩
選
別
機
に
か
け
て
紙

袋
に
統
一
シ
ー
ル
を
貼
り
、
J
A
直

売
所
・
支
店
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ

ル
を
活
用
し
た
消
費
者
へ
の
直
接
販

売
を
拡
大
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
価
格
設
定
で
独
自
製

品
の
定
着
を
目
指
す
方
針
で
す
。

直売所でＪＡ産「きぬむすめ」などを特価で販売し、米の消費拡大をＰＲ

これは市場で農産物を運ぶ
ターレーだよ！

頑張ろう三唱で「元気玄米宣言」をするＪＡ役職員ら

新たに導入した色彩選別機

広
域
Ｊ
Ａ
の
底
力
発
揮

直
販
で
生
産
者
・
消
費
者
に
メ
リ
ッ
ト
を

広
域
Ｊ
Ａ
の
底
力
発
揮

直
販
で
生
産
者
・
消
費
者
に
メ
リ
ッ
ト
を

新
鮮
で
値
ご
ろ

厳
選
の
1
等
米
を
お
届
け

新
鮮
で
値
ご
ろ

厳
選
の
1
等
米
を
お
届
け

極
小
黒
点
ま
で
し
っ
か
り
除
去

最
新
色
彩
選
別
機
を
導
入
　
　

極
小
黒
点
ま
で
し
っ
か
り
除
去

最
新
色
彩
選
別
機
を
導
入
　
　

毎
月
15
日
は
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａ
ｙ

毎
月
15
日
は
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａ
ｙ

特集

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
毎
月
15
日
を「
Ｈａ
ｐ
ｐｙ  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｅ  

う
米
ｄ
ａｙ
」と

定
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
米
の
需
要
が
落
ち
込
む
中
、
全
国
最
大
規
模
の

組
合
員
数
や
店
舗
網
を
生
か
し
、
総
力
を
上
げ
て
米
の
消
費
・
販
売

拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
農
業
振
興
の
応
援
団
で
あ
る
准
組
合
員
を
中
心
に
組
合
員

の
買
い
支
え
の
輪
を
広
げ
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
と
も
連
携
し
て
売
り
場

を
確
保
し
、
販
売
拡
大
を
進
め
ま
す
。
今
年
産
米
で
は
准
組
合
員
を

中
心
に
一
斉
に
予
約
注
文
に
よ
る
共
同
購
入
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ス

マ
イ

デ
イ

　　　

ワンランクアップ間違いなし！
おいしい玄米の炊き方
ワンランクアップ間違いなし！
おいしい玄米の炊き方

敬遠されがちな玄米炊飯ですが、
この方法なら毎日でも食べたくなるおいしい玄米が簡単に

❶ 玄米を2～3回さっと軽く洗う。
❷ 炊飯器に玄米を入れ、規定量よりも
 50㎖ほど多めの水を入れて炊飯する。
 （玄米1合に対して水300㎖が目安）

・玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.5合
・もち米の玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・水

POINT

毎日飽きない玄米アレンジ （2合炊飯の場合）

色
彩
選
別
カ
メ
ラ
を
通
過
す
る
と
、

モ
ニ
タ
ー
上
に
等
階
級
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
る

倉敷市の浅原選果場に導入した、最 新の桃選果機。ひと玉ずつ重さを測
定し、糖度や熟度も判定します。特 にモモが触れるトレーは特殊なスポンジ
を用い、傷がつかないように工夫して います。
設備導入と選果場のレイアウトの刷新 で選果処理能力は5割向上。時間短
縮と選果データのフィードバックで栽培 技術向上も目指しています。

こ
だ
わ
り
の
ト
レ
ー
に
乗
せ
ら
れ
、
糖
度
や

熟
度
な
ど
を
判
定
す
る
機
械
へ
流
れ
る
モ
モ

中国地方最大級を誇るトマト選果場。機械選別装置（カラーソーター）の機能性
を向上し、着色判定・階級判定の選果精度を高め、選果むらを解消。製品予
冷では冷蔵機と冷凍機の計10台で予冷温度を保ち、コールドチェーン（低温物
流体系）を強化することで、消費者により新鮮な状態で「桃太郎トマト」を届け、
スーパーでの棚もちも向上し食品ロス軽減にもつなげています。

カ
ラ
ー
ソ
ー
タ
ー
を
通
過
し
、
階
級
別
に

振
り
分
け
ら
れ
た
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
は

機
械
に
よ
っ
て
箱
詰
め
さ
れ
る

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
最
新
の
色
彩
選
別
機
を
赤
磐
市
の
赤
磐
吉
井
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
に
導
入
し
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
従
来
か
ら
、
カ
メ
ム
シ
被
害
な
ど
に
よ
る
着
色
粒
の
除
去
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
選
別
機
で
そ
の
課
題
解
消
を
見
込
み
ま
す
。

　
選
別
機
は
1
時
間
に
最
大
4
㌧
の
選
別
が
可
能
。
極
め
て
小
さ
い
黒

点
ま
で
取
り
除
き
、
品
質
向
上
と
異
物
混
入
の
未
然
防
止
の
徹
底
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

・玄米は研ぎ汁が出ないから、表面の
汚れを落とす程度でOK！
・少量の清酒を入れるとより柔らかくな
ります。

も
ち
米
入
り

玄
米
ご
飯

食べごたえバツグン！食べごたえバツグン！

・玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.5合
・もち米の玄米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・洗った小豆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.5合
・水

も
ち
米
入
り

玄
米
赤
飯

食物繊維で体スッキリ！食物繊維で体スッキリ！

●新米を予約販売中。詳しくはお近くのJA店舗まで。●オンラインショップでも新米をお買い求めいただけます。9 HAREBARE



●県内全直売所対象！！お得にお買い物を！！●スマホアプリ「　　　　　　」で旬の食材やお得な情報を配信中！ お得なキャンペーン情報も！！ 5ご請求時
※詳しくは各直売所へお問い合わせください。JAカード会員様限定

JAカードご利用で %割
引
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●県内全直売所対象！！お得にお買い物を！！●スマホアプリ「　　　　　　」で旬の食材やお得な情報を配信中！ お得なキャンペーン情報も！！ 5ご請求時
※詳しくは各直売所へお問い合わせください。JAカード会員様限定

JAカードご利用で %割
引
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 畑の準備
種まき２週間前に苦土石灰
をまいて畑をよく耕す。

はじめは、発芽後から生育の遅れているものや病害虫の
被害のあるものを間引く。その後、子葉展開時に３本にし、
最後に本葉2～3枚の時に１本にする。間引き後は株が
ぐらつくのを防ぐため、株元に土寄せする。

生育遅れ、病害虫被
害のあるものを間引く

3本に間引く

1本に間引く

生育期間が短いので、農薬
の登録日数を確認して使用
する。不織布のべた掛けや
ネット栽培により、アブラムシ・コナガ・キスジノミハムシ
などの害虫の侵入を防ぐ。

本葉が8枚・草丈20～25㎝ぐら
いになったら、順次株元から抜き取
り収穫する。収穫が遅れると葉が
かたくなり、食味も落ちる。
収穫までの目安は春・初秋まきは
30～40日、夏まきは20～25日必要。

生育中の水分不足は禁物で、春と秋は3～4日・夏期
は1～2日・冬期は7～10日おきに、天候を見ながらか
ん水を行う。

生育の様子を見て、後半葉色が淡く、育ちが遅いようなら、
化成肥料を条間にばらまき、軽く耕し、根に栄養と酸素を与える。
合わせて、肥料を早く溶かすために土が湿るくらい上からかん
水しておく。

種まき１週間前に化成肥料
と完熟堆肥を施し、土とよ
く混ぜておく。

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

チェック
！

ソラからのアドバイス
10～11月まきの場合は不織布や透
明ビニールでトンネルをしてね。透
明ビニールにする場合は、必ず換
気穴を30～50㎝間隔で空けて高
温になるのを防ごう！

チェック！
ソラからのアドバイス

生育前半はやや多量のかん水で、後半は少
量のかん水とし、収穫の時期に近づいてき
たら微量のかん水にすると品質がよくなるよ！

ソラからのアドバイス
草丈20～25㎝ぐらいになったら、順次抜き取り収穫す
ると品質を保てるよ。
初夏～初秋にかけては生育が早く、収穫適期が短いの
で計画的に種まき・収穫作業を行おう。11
月以降は収穫までの期間に霜が降りてくるよ
うなら不織布のべた掛け、トンネルで保温し
てやると傷みを防いで品質を保てるよ！

ソラからのアドバイス
生育が早く収穫遅れになりやすいから、
１週間おきに少しずつまくと、長く収穫
を楽しめるよ。
種まき後は、べた掛け資材を使うと、
乾燥や強い雨を防ぐと同時に害虫の
予防にも有効だよ。被覆は収穫の５
～７日前に取り除こう！

栽培スケジュール

サンからのアドバイスチェック
！

寒さや暑さの厳しい時期の良品取りには
元肥に良質の完熟堆肥や化成肥料など
を畑全面にばらまき、20㎝ぐらいの深さ
に耕しておいてね！
収穫期間が長いので、元肥はしっかり与
えよう。

❺ 追肥

❸ 間引き

❹ かん水

使う
のはコレ！

コマツナ
暑さ寒さに強く連作もできる

教えてくれるのは
この人！！

岡山西広域営農
経済センター

岡　宏和
おか ひろかず

チェック！

サンからのアドバイス

防虫ネットは、畝幅より少し大きめに被覆し、
葉が内側からネットに触れないようにしよう。
収穫4～5日前には葉の着色と株を少し硬
化させるため、ネットは取り除くと良い品質
につながるよ！

チェック！サンからのアドバイス
育ちが早いので、遅れずに間引き、株間を
広めにとり健全な株に育てよう！

❻病害虫の防除

❼ 収穫

❶
化成肥料

「野菜の肥料」
150～200g

完熟堆肥
2～3㎏

発芽適温は15～35℃なので冬期を除き種をまいて栽培で
きる。草丈20～25㎝を目標に育てて収穫する
●春まき（３～５月）　30～40日で収穫
●夏まき（６～８月）　20～25日で収穫
 耐暑性の強い品種を用いる。
●秋まき（９～11月） 40～80日で収穫
　　　　　　　　 10～11月はトンネルやべた掛け資材

で保温し、90～100日で収穫。

■おすすめ資材

❷化成肥料14-14-14❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素をバラ
ンスよく配合し、野菜の元肥・追肥に幅広
く使えます。

野菜・果樹・花など幅広く使えます。高
成分なので少量投入で経済的です。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の選び方や使い方、栽培
方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めは…

耐寒・耐暑性に富み、ほぼ周年で栽培ができる上、栽培期
間が短いので土壌病害虫の発生も少なくて済みます。病害虫
対策をすれば毎年同じ畑に連作することができ、面積にゆとり
のない家庭菜園にも取り入れやすい野菜です。１回の作付け
はあまり多くせず、時期をずらして計画的にまくようにしましょう。

苦土石灰
１００g

1㎡あたりの量

1㎡あたりの量

換気穴 化成肥料 完熟堆肥

透明ビニール

1㎡あたりの量

❷
化成肥料
14‐14‐14
60g

抜き取り収穫

②子葉展開時①子葉が見える頃

③本葉2～3枚の時

条間20㎝・株間5～7㎝の4条播きで、深さ１㎝・
直径2～3㎝の穴をあけて1カ所に４～５粒播種する。
その後、軽く（5～10㎜）覆土し、軽く鎮圧してからか
ん水する。発芽まで土壌を乾燥させないようにする。
発芽後も適宜かん水する。多湿になると軟弱徒長し
やすく、病害虫も発生しやすくなるので注意する。

❷ 種まき

120㎝

10㎝

5～7㎝

2～3㎝

20㎝

本葉8枚

5㎝

20㎝

病害虫被害株

生育遅れ

チェック！

チェック！

化成肥料

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !
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間が短いので土壌病害虫の発生も少なくて済みます。病害虫
対策をすれば毎年同じ畑に連作することができ、面積にゆとり
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③本葉2～3枚の時

条間20㎝・株間5～7㎝の4条播きで、深さ１㎝・
直径2～3㎝の穴をあけて1カ所に４～５粒播種する。
その後、軽く（5～10㎜）覆土し、軽く鎮圧してからか
ん水する。発芽まで土壌を乾燥させないようにする。
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

たいしゅう JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　倉敷かさや統括本部いちじく専門委員会は９月
上旬、笠岡アグリセンターで露地いちじく共励会を
開きました。笠岡産の露地イチジク（蓬莱柿）１１点
が出品され、５人が入賞しました。
　入賞者は次の通りです（敬称略）。
▶笠岡市長賞＝髙田敏史／▶笠岡市議会議長賞
＝髙田孝子／▶福山青果社長賞＝森田朝義／▶
岡山丸果社長賞＝髙田宏規／▶ＪＡ晴れの国岡山
組合長賞＝篠原映二

　浅口郡里庄町で9月中旬、マコモタケの収穫が
始まりました。イネ科の多年草「マコモ」の茎の根
元が大きく膨らんだもので、癖がなくシャキシャキと
して、ほんのり甘いのが特徴です。
　里庄マコモタケ生産部会の田邉忠宏部会長は
「食物繊維など栄養が豊富な野菜。ぜひ手に取っ
て食べてほしい」と話します。里庄と鴨方のJA直
売所で１１月初旬まで販売するほか、県内市場へ
出荷します。

食
と
農
の
連
携
で
地
域
活
性
を

作
陽
学
園
と
包
括
協
定

　
当
J
A
と
株
式
会
社
岡
山
木
村
屋
は
９
月
初
旬

か
ら
、
地
産
地
消
活
動
と
し
て
特
産「
ピ
オ
ー
ネ
」

と「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト（
晴
王
®

）」の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン

ド
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

加
工
・
物
流
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
高
級
感
あ
ふ
れ
る

ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
サ
ン
ド
を
お
手
頃
価
格
で
提
供
。

販
売
拡
大
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
、「
ピ
オ
ー
ネ
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」を
１
粒
ず
つ
と
、
ミ
カ
ン
と
黄
桃
を
２
種
類

の
ク
リ
ー
ム
で
包
み
、
冷
や
し
て
も
し
っ
と
り
柔
ら
か

い
食
パ
ン
で
挟
み
ま
し
た
。
１
パ
ッ
ク
２
個
入
り
３
８
８

円
で
、
県
内
の
岡
山
木
村
屋
各
店
の
ほ
か
、
一
部
の

Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
約
70
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
に
合
わ
せ
て「
晴
王
®

」が
抽
選
で
当
た
る
消

費
者
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
。
果

実
を
提
供
す
る
秦
果
樹
生
産
組
合
の
山
下
雅
章
組

合
長
は「
自
慢
の
ブ
ド
ウ
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
期
待
し
ま
す
。

質のいいイチジク揃う
髙田さんら５人入賞

農業生産
の拡大

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
包
括
的
な
産
学

連
携
協
定
を
、
学
校
法
人
作
陽
学
園
と
締
結
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
若
い
世
代
の
Ｊ
Ａ
・
農

業
へ
の
理
解
や
参
画
を
促
し
、
若
者
の
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
、
食
と
農
の
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目

指
し
ま
す
。
　

　
多
様
な
農
業
・
農
畜
産
物
、

14
万
5
千
人
の
組
合
員
の
つ
な

が
り
な
ど
を
有
す
る
Ｊ
Ａ
と
、

食
文
化
学
部
を
中
心
に
高
い
専

門
知
識
や
技
術
、
情
報
な
ど
を

有
す
る
学
園
の
強
み
を
協
定
で

発
揮
し
ま
す
。
地
産

地
消
や
食
育
の
推
進
、

食
と
農
を
通
じ
た
人

材
育
成
の
ほ
か
、
商

品
化
・
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推

進
な
ど
農
業
分
野
で
幅
広
く
活
動
し
ま
す
。

　
今
年
は
広
報
誌
連
載「
推
し
名
物
ま
つ
り
」

で
、自
慢
の
逸
品
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
開
発
や
、

栄
養
価
・
機
能
性
と
い
っ
た
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
同
学
園
が
企
画
す
る
テ
レ
ビ
番

組
に
は
、
農
産
物
を
提
供
す
る
な
ど
協
力
関

係
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
下
旬
の
協
定
調
印
式
に
は
、
学
園
や

Ｊ
Ａ
の
関
係
者
ら
約
20
人
が
参
加
。
学
園
の

松
田
英
毅
理
事
長
と
、
石
我
均
組
合
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

学
生
を
支
援
し
よ
う
と「
元
気
玄
米
」２
俵
を

贈
り
ま
し
た
。石
我
組
合
長
は「
地
域
・
農
業
・

Ｊ
Ａ
が
元
気
に
な
る
話
題
や
取
り
組
み
を
創

出
し
、
農
業
振
興
・
農
業
の
応
援
団
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

ほうらいし

たかた  としふみ

たかた   たかこ

しのはら  えいじ

たかた   こうき

たなべ  ただひろ

もりた  あさよし

ふ
じ
わ
ら
く
に
ひ
こ

岡
山
木
村
屋
と
コ
ラ
ボ

ブ
ド
ウ
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
発
売

新たな
需要開拓への

挑戦

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
！
マ
コ
モ
タ
ケ
出
番

ど
ん
な
料
理
に
も
相
性
抜
群

農業生産
の拡大

外観を確認する審査員

や
ま
し
た

は
だ

ま
さ
あ
き

い
し
が

ひ
で
き

ま
つ
だ

やまもと ひよし

ブドウ鮮度そのまま
直行便、出発

マーケットインに
基づく販売事業
方式の強化

フルーツサンドと、材料の
シャインマスカット「晴王®」
でブドウの販路拡大に期待

　当JAは9月上旬、ブドウの出荷本格化に合わせ、「JA
選果場発!ぶどうの旬感移動晴ればれ直行便」の運行を始
めました。７月の「桃直行便」に続き、「ぶどう直行便」を管内
１６選果場から２１の直売所に向けて展開。従来は産地のあ
る旧JAごとに近くの直売所で販売することが中心でしたが、
直行便の導入で、新鮮ブドウを長期間安定供給
します。加えて、中間コストを抑え生産者所得の
アップと消費者が買い求めやすい価格を両立しま
す。秋に気温が下がり需要が高まる時期は、全
国の市場から引き合いが強く、地元近辺での出
回りが少なくなることから、直行便の強みを生かし、
地元消費を増やす考えです。
　運行初日は、JA役職員が総社市の備中国総
社宮を訪れ、「ピオーネ」190㎏と「シャインマスカッ
ト」10㎏を奉納しました。新型コロナウイルス感染
拡大の早期収束とブドウの豊作・事業の拡大・
安全運行を祈願しました。
　祈祷されたブドウは、山手直売所「ふれあいの

里」で初売りし、用意した２００㎏は完売しました。山本日吉司
常務（営農担当）は「広域JAの有利性を生かし、生産者・
消費者・JAに有益となる事業に確立していきたい。モモや
ブドウに続き、米・肉なども直接販売を強化していきたい」と
話しました。

ブドウを備中国総社宮に奉納する山本常務（左）

ひ
と
し

協定を締結し、「元気玄米」を松田理事長に手渡す石我組合長（左）

「平年より２週間早く、実太りも上々」と
太鼓判を押す田邉部会長

外観を確認する検査員。高糖度で大玉に仕上がった
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山
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東
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果
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で
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秋
」の
出
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が
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り
ま
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た
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で
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に
岡
山
市
場
に
出
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す
。
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、
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の
よ
う
な

サ
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ク
と
し
た
食
感
に
根
強
い
フ
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ン
が
多
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ま
す
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同
選
果
場
で
も
販
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、
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に
は
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が
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。

　
大
内
柿
生
産
組
合
は
、
J
A
と
と

も
に
産
地
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

藤
原
邦
彦
組
合
長
は「
し
っ
か
り
食
べ
て

コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
し
て
ほ
し
い
」と

P
R
し
ま
す
。

秋の味覚　甘く大玉
柿「太秋」１１月上旬まで

農業者の
所得増大

14HAREBARE



晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

たいしゅう JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　倉敷かさや統括本部いちじく専門委員会は９月
上旬、笠岡アグリセンターで露地いちじく共励会を
開きました。笠岡産の露地イチジク（蓬莱柿）１１点
が出品され、５人が入賞しました。
　入賞者は次の通りです（敬称略）。
▶笠岡市長賞＝髙田敏史／▶笠岡市議会議長賞
＝髙田孝子／▶福山青果社長賞＝森田朝義／▶
岡山丸果社長賞＝髙田宏規／▶ＪＡ晴れの国岡山
組合長賞＝篠原映二

　浅口郡里庄町で9月中旬、マコモタケの収穫が
始まりました。イネ科の多年草「マコモ」の茎の根
元が大きく膨らんだもので、癖がなくシャキシャキと
して、ほんのり甘いのが特徴です。
　里庄マコモタケ生産部会の田邉忠宏部会長は
「食物繊維など栄養が豊富な野菜。ぜひ手に取っ
て食べてほしい」と話します。里庄と鴨方のJA直
売所で１１月初旬まで販売するほか、県内市場へ
出荷します。

食
と
農
の
連
携
で
地
域
活
性
を

作
陽
学
園
と
包
括
協
定

　
当
J
A
と
株
式
会
社
岡
山
木
村
屋
は
９
月
初
旬

か
ら
、
地
産
地
消
活
動
と
し
て
特
産「
ピ
オ
ー
ネ
」

と「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト（
晴
王
®

）」の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン

ド
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

加
工
・
物
流
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
高
級
感
あ
ふ
れ
る

ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
サ
ン
ド
を
お
手
頃
価
格
で
提
供
。

販
売
拡
大
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
、「
ピ
オ
ー
ネ
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
」を
１
粒
ず
つ
と
、
ミ
カ
ン
と
黄
桃
を
２
種
類

の
ク
リ
ー
ム
で
包
み
、
冷
や
し
て
も
し
っ
と
り
柔
ら
か

い
食
パ
ン
で
挟
み
ま
し
た
。
１
パ
ッ
ク
２
個
入
り
３
８
８

円
で
、
県
内
の
岡
山
木
村
屋
各
店
の
ほ
か
、
一
部
の

Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
約
70
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
に
合
わ
せ
て「
晴
王
®

」が
抽
選
で
当
た
る
消

費
者
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
。
果

実
を
提
供
す
る
秦
果
樹
生
産
組
合
の
山
下
雅
章
組

合
長
は「
自
慢
の
ブ
ド
ウ
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
期
待
し
ま
す
。

質のいいイチジク揃う
髙田さんら５人入賞

農業生産
の拡大

　
当
Ｊ
Ａ
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、
食
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農
を
基
軸
と
し
た
包
括
的
な
産
学

連
携
協
定
を
、
学
校
法
人
作
陽
学
園
と
締
結
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
若
い
世
代
の
Ｊ
Ａ
・
農

業
へ
の
理
解
や
参
画
を
促
し
、
若
者
の
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
、
食
と
農
の
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目

指
し
ま
す
。
　

　
多
様
な
農
業
・
農
畜
産
物
、

14
万
5
千
人
の
組
合
員
の
つ
な

が
り
な
ど
を
有
す
る
Ｊ
Ａ
と
、

食
文
化
学
部
を
中
心
に
高
い
専

門
知
識
や
技
術
、
情
報
な
ど
を

有
す
る
学
園
の
強
み
を
協
定
で

発
揮
し
ま
す
。
地
産

地
消
や
食
育
の
推
進
、

食
と
農
を
通
じ
た
人

材
育
成
の
ほ
か
、
商

品
化
・
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推

進
な
ど
農
業
分
野
で
幅
広
く
活
動
し
ま
す
。

　
今
年
は
広
報
誌
連
載「
推
し
名
物
ま
つ
り
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慢
の
逸
品
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活
用
し
た
レ
シ
ピ
開
発
や
、

栄
養
価
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機
能
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と
い
っ
た
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
同
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園
が
企
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る
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レ
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組
に
は
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農
産
物
を
提
供
す
る
な
ど
協
力
関

係
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
下
旬
の
協
定
調
印
式
に
は
、
学
園
や

Ｊ
Ａ
の
関
係
者
ら
約
20
人
が
参
加
。
学
園
の

松
田
英
毅
理
事
長
と
、
石
我
均
組
合
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

学
生
を
支
援
し
よ
う
と「
元
気
玄
米
」２
俵
を

贈
り
ま
し
た
。石
我
組
合
長
は「
地
域
・
農
業
・

Ｊ
Ａ
が
元
気
に
な
る
話
題
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取
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組
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を
創

出
し
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農
業
振
興
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農
業
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応
援
団
づ
く
り
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な
げ
て
い
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」と
話
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ま
し
た
。
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岡
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シ
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の拡大

外観を確認する審査員
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し
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だ

ま
さ
あ
き

い
し
が

ひ
で
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ま
つ
だ

やまもと ひよし

ブドウ鮮度そのまま
直行便、出発

マーケットインに
基づく販売事業
方式の強化

フルーツサンドと、材料の
シャインマスカット「晴王®」
でブドウの販路拡大に期待

　当JAは9月上旬、ブドウの出荷本格化に合わせ、「JA
選果場発!ぶどうの旬感移動晴ればれ直行便」の運行を始
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回りが少なくなることから、直行便の強みを生かし、
地元消費を増やす考えです。
　運行初日は、JA役職員が総社市の備中国総
社宮を訪れ、「ピオーネ」190㎏と「シャインマスカッ
ト」10㎏を奉納しました。新型コロナウイルス感染
拡大の早期収束とブドウの豊作・事業の拡大・
安全運行を祈願しました。
　祈祷されたブドウは、山手直売所「ふれあいの

里」で初売りし、用意した２００㎏は完売しました。山本日吉司
常務（営農担当）は「広域JAの有利性を生かし、生産者・
消費者・JAに有益となる事業に確立していきたい。モモや
ブドウに続き、米・肉なども直接販売を強化していきたい」と
話しました。

ブドウを備中国総社宮に奉納する山本常務（左）

ひ
と
し

協定を締結し、「元気玄米」を松田理事長に手渡す石我組合長（左）

「平年より２週間早く、実太りも上々」と
太鼓判を押す田邉部会長

外観を確認する検査員。高糖度で大玉に仕上がった
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　ブドウ「ピオーネ」の全国屈指の産地、びほく統括本部管
内で出荷が本格化しました。出荷進発式はコロナ禍で中止
としましたが、びほくぶどう生産部会の藤井功雄部会長と同
統括本部の中村正義常務が８月下旬、高梁市津川町の中
央ぶどう選果場で市場へ出発するトラックを見送り、販売好
調を願いました。
　「ピオーネ」は粒張り・房形とも例年になくよく、着色も濃く
良好。中華圏の伝統的な祭り「中秋節」の需要に合わせた
輸出による高単価に期待します。
　同部会は６２３人で出荷数量1,640t、販売金額１６億
2,000万円（うち「ピオーネ」1,300t、１２億円）を目指します。
藤井部会長は「見
た目、食味とも申
し分なく、仕上が
りに自信を持って
届けられる」と出
荷好調に期待を
寄せます。

　総社市のJA山手直売所は県内産地と連携し、品ぞろえ
を充実させています。この秋には従来のエリアを超えて特産
品をPRする即売イベント「出前直売所」を11月まで展開しま
す。新たな販路確立と認知アップによる消費拡大を進め、
農家所得の増大につなげるとともに、産直ならではの鮮度や
値頃感・品ぞろえによって利便性を高め、地域の活性化に
も貢献します。
　初回は９月下旬に３日間、新見地区が出前販売。「千屋
牛®」「ピオーネ」「カルストだいこん」などを一堂に集めました。
前年同期の２倍近い５,５００人超の買い物客が詰め掛け、
「新しいものに出会えるのが楽しみ」と期待を寄せました。

　岡山東女性部フレッ
シュミズは８月下旬、赤
磐市で規格外のモモを
活用しようと、白桃ジャ
ム８４瓶・黄金桃ジャ
ム９０瓶を作り、JA中
国四国地区女性組織
フレッシュミズ交流会
のフレミズWebマル

シェに出品し、好評でした。同会代表の黒澤陽子
さんは「おいしいジャムが完成した。食べた人に元
気になってもらいたい」と話しました。

特産モモでジャム
フレミズマルシェに出品

　真庭統括本部とまにわぶどう部会は８月下旬、
真庭市のブドウ選果場で出荷進発式を開きました。
１７０戸が２４haで「ピオーネ」などを栽培。南北に
広く、気温差が大きいことを利用し、最北端の
蒜山地域は１１月上旬までの出荷を目指します。
　本年度は産地と市場が連携して需要が高い
時期の出荷に取り組み、地元小中学校の給食
への提供や、共進会の出品物を子ども食堂に
寄贈するなど食農教育や支援活動にも力を入れ
ます。

冷
涼
な
気
候
活
か
し

11
月
上
旬
ま
で
多
様
な
ブ
ド
ウ

農業者の
所得増大

父の礎　兄たちと盤石に
「連島れんこん」愛が止まらない

新たな
担い手の
育成

　
勝
英
統
括
本
部
の
勝
北
町
有

機
無
農
薬
農
産
物
研
究
会
は
９
月

上
旬
、
同
研
究
会
の
田
を
巡
回
し

て
収
穫
適
期
を
検
討
し
ま
し
た
。

台
風
や
雨
の
影
響
も
な
く
生
育
は

良
好
。
７
月
末
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に

よ
る
調
査
も
全
会
員
６
戸
が
ク
リ

ア
し
、
９
月
末
ま
で
に
出
荷
を
終

え
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

格
を
満
た
し
た
う
え
で
、
農
薬
や

化
学
肥
料
な
ど
の
化
学
合
成
物
質

を
使
用
し
な
い
環
境
に
優
し
い
栽

培
を
実
践
。
県
認
証
の「
お
か
や

ま
有
機
無
農
薬
農
産
物
」と
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
米

収
穫
適
期
を
検
討

ア
ス
パ
ラ
と
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
し
ま
せ
ん
か

留
学
生
ら
に
食
料
支
援

部
員
５
９
２
人
参
加

「おいしい新米ができたので食べてほしい」と
服部慎一会長（右）

　特産「連島れんこん」が収穫期を迎え、女性農業者の濵田千誉さん（22）
が奮闘しています。離農者から引き受けた農地を含む約１０haを家族で管理。
両親や兄2人の手ほどきを受けながら、重労働の掘り取り作業では、専用
のくわで１本ずつ丁寧に掘り進め、専用重機も操れるまでに成長しました。
　栽培だけでなく、インターネット交流
サイト（ＳＮＳ）での連携など、若い世代
に「連島れんこん」のおいしさ・よさを広
く知ってほしいと積極的に活動します。
　「連島れんこん」はJA直売所福田
青空市「すいれん」やスーパーなどの
店頭に並び、来年５月まで販売。色
が白く、肉質がやわらかいと、特に
需要がピークを迎える年末には、県
内外からの引き合いが強まります。
　特産を守ろうと、他産地との情報
交換など積極的に活動する濵田さん
は「父が築き上げてきた信用をきょう
だい３人で盤石にしていかなければな
らない」と決意します。

い
け
ま
ち
ひ
ろ
み

びほくのブドウ「天空の実り®」
16億2,000万円へ上々の仕上がり

農業者の
所得増大

直
売
所
に
特
産
品
ず
ら
り

出
前
即
売
で
Ｐ
Ｒ

はまだ

いしずえ

ちよ

ゴ
ー
ヤ
を
収
穫
す
る
大
島
さ
ん

市場へ出発するトラックを
見送る藤井部会長（左）と
中村常務

くろさわ ようこ

ふじい いさお

まさよし

ちゅうしゅうせつ

はっとりしんいち

なかむら

「
生
産
者
全
員
で
高
品
質
な

ブ
ド
ウ
の
出
荷
を
目
指
す
」

と
話
す
池
町
浩
美
部
会
長

ほ場で生産者から説明を受ける参加者

もりた きみえ

　びほく女性部は８月下旬、カンボジアの留学生を支援する「高
梁カンボジア里親会」と、生活困窮家庭の子どもを支援する「順
正デリシャスフードキッズクラブ」に、玄米３６０㎏・ジャガイモ２００㎏、
カボチャ１１０㎏など７品目を贈りました。
　SDGsやフードドライブへの関心が高く、フードロスの削減な
どにつなげようと食を通じた支援を企画。受け取ったカンボジア
の学生は「人の温かさを実感した。勉強に励むことで恩返しして
いきたい」と喜びました。森田公枝部長は「農家の強みを生かし、
食の根幹を担うJA組織として支援の輪を広めたい」と話しました。

　
津
山
統
括
本
部
と
美
作
広

域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

は
９
月
上
旬
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
見
学
会

を
開
き
ま
し
た
。
栽
培
を
検

討
す
る
農
業
者
や
新
規
就
農

者
ら
７
人
が
、
栽
培
管
理
や

収
量
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
の
ほ

か
、
選
果
設
備
・
指
導
体
制

に
つ
い
て
生
産
者
や
同
セ
ン

タ
ー
か
ら
学
び
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は「
生
産
者
の
生
の

声
を
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
。

栽
培
に
向
け
て
検
討
し
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。

　交通事故や犯罪の抑
止を目的に、管内の支
店事業所屋外へ防犯カ
メラの設置を進めていま
す。昨年度は１６台を設置。
カメラは近くの道路や歩
道に向けており、警察か
ら要望があった場合に映
像を提供します。JAでは、
地域の安全を守り、安
心して暮らせるまちづくり
を目指しています。

道路に向け防犯カメラ設置
地域の安全を守る

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

国道に向け設置した
支店の防犯カメラ

新たな
担い手の
育成

「連島れんこん」を収穫する濵田さん

モモをカットするフレミズ会員

　真庭統括本部では３年前から、キクラ
ゲ・マイタケ・シイタケの試験栽培に取
り組んでいます。長年培った植菌のノウ
ハウを活用し、新たな特産導入で農家所
得向上につなげます。
　育苗施設などを使い栽培するキクラゲ
は、出荷時期が特産ブドウの作業に重な
らないため、複合経営に期待がかかります。
水稲・ブドウとの複合経営を今年度から
始めた（一社）蒜山農業公社も「新たな農
産物が地域に雇用を生み、農家の収入
確保につながれば」と話します。

ブドウの合間にキクラゲ栽培
遊休施設で新たな特産

キクラゲの生育を確認する
同公社のスタッフ

「ピオーネ」「千屋牛®」など新見の魅力ある食材を即売

カンボジアの学生に食料を手渡す
森田部長（前列奥）
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　ブドウ「ピオーネ」の全国屈指の産地、びほく統括本部管
内で出荷が本格化しました。出荷進発式はコロナ禍で中止
としましたが、びほくぶどう生産部会の藤井功雄部会長と同
統括本部の中村正義常務が８月下旬、高梁市津川町の中
央ぶどう選果場で市場へ出発するトラックを見送り、販売好
調を願いました。
　「ピオーネ」は粒張り・房形とも例年になくよく、着色も濃く
良好。中華圏の伝統的な祭り「中秋節」の需要に合わせた
輸出による高単価に期待します。
　同部会は６２３人で出荷数量1,640t、販売金額１６億
2,000万円（うち「ピオーネ」1,300t、１２億円）を目指します。
藤井部会長は「見
た目、食味とも申
し分なく、仕上が
りに自信を持って
届けられる」と出
荷好調に期待を
寄せます。

　総社市のJA山手直売所は県内産地と連携し、品ぞろえ
を充実させています。この秋には従来のエリアを超えて特産
品をPRする即売イベント「出前直売所」を11月まで展開しま
す。新たな販路確立と認知アップによる消費拡大を進め、
農家所得の増大につなげるとともに、産直ならではの鮮度や
値頃感・品ぞろえによって利便性を高め、地域の活性化に
も貢献します。
　初回は９月下旬に３日間、新見地区が出前販売。「千屋
牛®」「ピオーネ」「カルストだいこん」などを一堂に集めました。
前年同期の２倍近い５,５００人超の買い物客が詰め掛け、
「新しいものに出会えるのが楽しみ」と期待を寄せました。

　岡山東女性部フレッ
シュミズは８月下旬、赤
磐市で規格外のモモを
活用しようと、白桃ジャ
ム８４瓶・黄金桃ジャ
ム９０瓶を作り、JA中
国四国地区女性組織
フレッシュミズ交流会
のフレミズWebマル

シェに出品し、好評でした。同会代表の黒澤陽子
さんは「おいしいジャムが完成した。食べた人に元
気になってもらいたい」と話しました。

特産モモでジャム
フレミズマルシェに出品

　真庭統括本部とまにわぶどう部会は８月下旬、
真庭市のブドウ選果場で出荷進発式を開きました。
１７０戸が２４haで「ピオーネ」などを栽培。南北に
広く、気温差が大きいことを利用し、最北端の
蒜山地域は１１月上旬までの出荷を目指します。
　本年度は産地と市場が連携して需要が高い
時期の出荷に取り組み、地元小中学校の給食
への提供や、共進会の出品物を子ども食堂に
寄贈するなど食農教育や支援活動にも力を入れ
ます。

冷
涼
な
気
候
活
か
し

11
月
上
旬
ま
で
多
様
な
ブ
ド
ウ

農業者の
所得増大

父の礎　兄たちと盤石に
「連島れんこん」愛が止まらない

新たな
担い手の
育成

　
勝
英
統
括
本
部
の
勝
北
町
有

機
無
農
薬
農
産
物
研
究
会
は
９
月

上
旬
、
同
研
究
会
の
田
を
巡
回
し

て
収
穫
適
期
を
検
討
し
ま
し
た
。

台
風
や
雨
の
影
響
も
な
く
生
育
は

良
好
。
７
月
末
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に

よ
る
調
査
も
全
会
員
６
戸
が
ク
リ

ア
し
、
９
月
末
ま
で
に
出
荷
を
終

え
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

格
を
満
た
し
た
う
え
で
、
農
薬
や

化
学
肥
料
な
ど
の
化
学
合
成
物
質

を
使
用
し
な
い
環
境
に
優
し
い
栽

培
を
実
践
。
県
認
証
の「
お
か
や

ま
有
機
無
農
薬
農
産
物
」と
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
米

収
穫
適
期
を
検
討

ア
ス
パ
ラ
と
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
し
ま
せ
ん
か

留
学
生
ら
に
食
料
支
援

部
員
５
９
２
人
参
加

「おいしい新米ができたので食べてほしい」と
服部慎一会長（右）

　特産「連島れんこん」が収穫期を迎え、女性農業者の濵田千誉さん（22）
が奮闘しています。離農者から引き受けた農地を含む約１０haを家族で管理。
両親や兄2人の手ほどきを受けながら、重労働の掘り取り作業では、専用
のくわで１本ずつ丁寧に掘り進め、専用重機も操れるまでに成長しました。
　栽培だけでなく、インターネット交流
サイト（ＳＮＳ）での連携など、若い世代
に「連島れんこん」のおいしさ・よさを広
く知ってほしいと積極的に活動します。
　「連島れんこん」はJA直売所福田
青空市「すいれん」やスーパーなどの
店頭に並び、来年５月まで販売。色
が白く、肉質がやわらかいと、特に
需要がピークを迎える年末には、県
内外からの引き合いが強まります。
　特産を守ろうと、他産地との情報
交換など積極的に活動する濵田さん
は「父が築き上げてきた信用をきょう
だい３人で盤石にしていかなければな
らない」と決意します。

い
け
ま
ち
ひ
ろ
み

びほくのブドウ「天空の実り®」
16億2,000万円へ上々の仕上がり

農業者の
所得増大

直
売
所
に
特
産
品
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ら
り
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前
即
売
で
Ｐ
Ｒ

はまだ

いしずえ

ちよ

ゴ
ー
ヤ
を
収
穫
す
る
大
島
さ
ん

市場へ出発するトラックを
見送る藤井部会長（左）と
中村常務

くろさわ ようこ

ふじい いさお

まさよし

ちゅうしゅうせつ

はっとりしんいち

なかむら

「
生
産
者
全
員
で
高
品
質
な

ブ
ド
ウ
の
出
荷
を
目
指
す
」

と
話
す
池
町
浩
美
部
会
長

ほ場で生産者から説明を受ける参加者

もりた きみえ

　びほく女性部は８月下旬、カンボジアの留学生を支援する「高
梁カンボジア里親会」と、生活困窮家庭の子どもを支援する「順
正デリシャスフードキッズクラブ」に、玄米３６０㎏・ジャガイモ２００㎏、
カボチャ１１０㎏など７品目を贈りました。
　SDGsやフードドライブへの関心が高く、フードロスの削減な
どにつなげようと食を通じた支援を企画。受け取ったカンボジア
の学生は「人の温かさを実感した。勉強に励むことで恩返しして
いきたい」と喜びました。森田公枝部長は「農家の強みを生かし、
食の根幹を担うJA組織として支援の輪を広めたい」と話しました。

　
津
山
統
括
本
部
と
美
作
広

域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

は
９
月
上
旬
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
見
学
会

を
開
き
ま
し
た
。
栽
培
を
検

討
す
る
農
業
者
や
新
規
就
農

者
ら
７
人
が
、
栽
培
管
理
や

収
量
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
の
ほ

か
、
選
果
設
備
・
指
導
体
制

に
つ
い
て
生
産
者
や
同
セ
ン

タ
ー
か
ら
学
び
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は「
生
産
者
の
生
の

声
を
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
。

栽
培
に
向
け
て
検
討
し
た
い
」

と
好
評
で
し
た
。

　交通事故や犯罪の抑
止を目的に、管内の支
店事業所屋外へ防犯カ
メラの設置を進めていま
す。昨年度は１６台を設置。
カメラは近くの道路や歩
道に向けており、警察か
ら要望があった場合に映
像を提供します。JAでは、
地域の安全を守り、安
心して暮らせるまちづくり
を目指しています。

道路に向け防犯カメラ設置
地域の安全を守る

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

国道に向け設置した
支店の防犯カメラ

新たな
担い手の
育成

「連島れんこん」を収穫する濵田さん

モモをカットするフレミズ会員

　真庭統括本部では３年前から、キクラ
ゲ・マイタケ・シイタケの試験栽培に取
り組んでいます。長年培った植菌のノウ
ハウを活用し、新たな特産導入で農家所
得向上につなげます。
　育苗施設などを使い栽培するキクラゲ
は、出荷時期が特産ブドウの作業に重な
らないため、複合経営に期待がかかります。
水稲・ブドウとの複合経営を今年度から
始めた（一社）蒜山農業公社も「新たな農
産物が地域に雇用を生み、農家の収入
確保につながれば」と話します。

ブドウの合間にキクラゲ栽培
遊休施設で新たな特産

キクラゲの生育を確認する
同公社のスタッフ

「ピオーネ」「千屋牛®」など新見の魅力ある食材を即売

カンボジアの学生に食料を手渡す
森田部長（前列奥）
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
1
年
11
月
10
日（
水
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

「
晴
れ
ば
れ
」に
　
意
欲
を
貰
う
　
農
作
業

田
中
　
多
惠
さ
ん

亡
き
母
の
　
手
順
を
ま
ね
て
　
初
挑
戦

阿
部
　
兼
弘
さ
ん

秋
茄
子
は
　
私
が
食
べ
る
　
美
食
材

平
田
　
康
子
さ
ん

イ
ノ
シ
シ
よ
　
今
年
は
残
し
て
　
さ
つ
ま
い
も

山
本
　
秀
美
さ
ん

花
お
く
ら
　
パ
リ
ッ
と
揚
て
　
他
人
の
味

平
尾
　
愛
子
さ
ん

ま
ず
野
菜
　
食
生
活
は
　
二
重
丸

今
田
　
明
男
さ
ん

ア
ス
パ
ラ
の
　
せ
た
け
く
ら
べ
て
　
収
穫
だ

尾
崎
　
弘
子
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
は
９
月
９
日
、
消
費

者
の
食
料
安
定
確
保
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
10
月
16
日
を「
国
消
国
産
の
日
」と

定
め
ま
し
た
。
国
連
が
世
界
の
食
料
問
題

を
考
え
よ
う
と
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
発
足
日
に
合
わ
せ
て
制
定
し

て
い
る
、「
世
界
食
料
デ
ー
」に
合
わ
せ
た

も
の
で
す
。
記
念
日
の
制
定
で
、
国
民
が

必
要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
だ

け
国
内
で
生
産
す
る「
国
消
国
産
」へ
の
理

解
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
約
20
ヵ
国
で
輸

出
規
制
が
さ
れ
、
自
国
内
で
の
食
料
調

達
の
必
要
性
が
よ
り
明
確
と
な
り
ま
し

た
。
世
界
人
口
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

２
０
５
０
年
に
は
97
億
人
ま
で
増
加
す
る

見
通
し
の
中
、
食
料
不
足
な
ど
世
界
的

な
問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
食

料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）も
、
２
０

２
０
年
度
は
国
が
目
標
に
掲
げ
る
２
０
３

０
年
度
45
％
に
対
し
37
％
と
前
年
を
下

回
り
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
も
75
％
目
標
に

対
し
67
％
に
留
ま
る
な
ど
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
食
料
問
題
改
善
や
自
国
で

の
食
料
自
給
率
向
上
に
欠
か
せ
な
い
の

が「
国
消
国
産
」。
国
産
米
の
消
費
拡
大

や
輸
入
農
産
物
の
国
産
へ
の
置
き
換
え

が
そ
の
鍵
を
握
り
ま

す
。
新
米
の
お
い
し

い
時
期
。
年
間
１
人

１
俵
を
目
安
に
安
全

安
心
な
国
産
米
を

食
べ
て「
国
消
国
産
」

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

食
料
自
給
率
向
上
へ

10
月
16
日
は「
国
消
国
産
の
日
」

ひ
と

農業や食って

こんなにおもしろい！！

准組合員参加企画

サツマイモ植えつけ体験
（早島町）

ちゃぐりんフェスタ
（美作市）

シャインマスカット収穫体験
（赤磐市）

石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）
いしだ りこ つよしひらい

渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 
わたなべ ひろや

今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 
こんの あらた

中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 
なかひな

藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 
ふじい たくし

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

さわたに みゆあ

このツルから
サツマイモができるの？
不思議だなぁ。

野菜をたくさん買ったよ！

スーパーボールすくい
楽しかった！

左から左から左から左から

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

もりた ようすけ

どいはら たつき

たかはし がくと

左から左から左から左から

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

こさか ゆいな

うえき とあ

まるひさ はるこ

左から左から左から左から

松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん

まつだ もえ

まつもと りと

左から左から左から左から 早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん

はやかわ あやひと こままき ゆうと

にしだ けんと

２年生の時、校庭に植えたシャインマ
スカット。ジベレリン処理や袋がけな
どにも挑戦して、6年生になった今年
ついに初収穫！早く食べたい！！

おじいちゃんと一緒に

お花を買いに来たよ！

野
菜
大
好
き
！

きれ
いに植えた

よ！

収穫が楽しみ
！

つやま青壮年部西部支部に教わる
小学3年生が

ブロッコリー植えつけ体験
（鏡野町）

僕ら小学1年生も

ブドウが大好き！
「真庭特産品プラスワンの日」
の給食に、 特産ピオーネが
登場したよ！

食農クイズで勝英地域の
野菜の勉強をしたり、ダチョ
ウのマリオネットを作ったよ！

▲特設サイトは
　こちら

ブドウ収穫体験
（高梁市）

食
べ
る
と
、
口
い
っ
ぱ
い
に
爽
や

か
な
甘
さ
が
広
が
っ
た
！

ブ
ド
ウ
を
育
て
る
大
変
さ
が
分

か
っ
た
よ
！

ブドウのことがとっても詳しく学べたよ！

「倉敷青空市やさい畑」来店誘致イベント
（倉敷市）

特産のすばらしさ・農業の魅力を

教えてくれた平松 知芳さん（写真上段中）、

ありがとうございました♪

ひらまつ ともよし
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
1
年
11
月
10
日（
水
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

「
晴
れ
ば
れ
」に
　
意
欲
を
貰
う
　
農
作
業

田
中
　
多
惠
さ
ん

亡
き
母
の
　
手
順
を
ま
ね
て
　
初
挑
戦

阿
部
　
兼
弘
さ
ん

秋
茄
子
は
　
私
が
食
べ
る
　
美
食
材

平
田
　
康
子
さ
ん

イ
ノ
シ
シ
よ
　
今
年
は
残
し
て
　
さ
つ
ま
い
も

山
本
　
秀
美
さ
ん

花
お
く
ら
　
パ
リ
ッ
と
揚
て
　
他
人
の
味

平
尾
　
愛
子
さ
ん

ま
ず
野
菜
　
食
生
活
は
　
二
重
丸

今
田
　
明
男
さ
ん

ア
ス
パ
ラ
の
　
せ
た
け
く
ら
べ
て
　
収
穫
だ

尾
崎
　
弘
子
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
全
国
中
央
会
は
９
月
９
日
、
消
費

者
の
食
料
安
定
確
保
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
10
月
16
日
を「
国
消
国
産
の
日
」と

定
め
ま
し
た
。
国
連
が
世
界
の
食
料
問
題

を
考
え
よ
う
と
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
発
足
日
に
合
わ
せ
て
制
定
し

て
い
る
、「
世
界
食
料
デ
ー
」に
合
わ
せ
た

も
の
で
す
。
記
念
日
の
制
定
で
、
国
民
が

必
要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
だ

け
国
内
で
生
産
す
る「
国
消
国
産
」へ
の
理

解
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
約
20
ヵ
国
で
輸

出
規
制
が
さ
れ
、
自
国
内
で
の
食
料
調

達
の
必
要
性
が
よ
り
明
確
と
な
り
ま
し

た
。
世
界
人
口
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

２
０
５
０
年
に
は
97
億
人
ま
で
増
加
す
る

見
通
し
の
中
、
食
料
不
足
な
ど
世
界
的

な
問
題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
食

料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）も
、
２
０

２
０
年
度
は
国
が
目
標
に
掲
げ
る
２
０
３

０
年
度
45
％
に
対
し
37
％
と
前
年
を
下

回
り
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
も
75
％
目
標
に

対
し
67
％
に
留
ま
る
な
ど
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
食
料
問
題
改
善
や
自
国
で

の
食
料
自
給
率
向
上
に
欠
か
せ
な
い
の

が「
国
消
国
産
」。
国
産
米
の
消
費
拡
大

や
輸
入
農
産
物
の
国
産
へ
の
置
き
換
え

が
そ
の
鍵
を
握
り
ま

す
。
新
米
の
お
い
し

い
時
期
。
年
間
１
人

１
俵
を
目
安
に
安
全

安
心
な
国
産
米
を

食
べ
て「
国
消
国
産
」

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

食
料
自
給
率
向
上
へ

10
月
16
日
は「
国
消
国
産
の
日
」

ひ
と

農業や食って

こんなにおもしろい！！

准組合員参加企画

サツマイモ植えつけ体験
（早島町）

ちゃぐりんフェスタ
（美作市）

シャインマスカット収穫体験
（赤磐市）

石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）石田 莉子さん（５歳）   平井 強さん（64歳）
いしだ りこ つよしひらい

渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 渡邉 廣也さん（４歳） 
わたなべ ひろや

今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 今野 　新さん（５歳） 
こんの あらた

中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 中日奈 るあさん（小3） 
なかひな

藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 藤井 拓史さん（小3） 
ふじい たくし

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

女性部員と
澤谷 心釉歩さん
（７歳）  

さわたに みゆあ

このツルから
サツマイモができるの？
不思議だなぁ。

野菜をたくさん買ったよ！

スーパーボールすくい
楽しかった！

左から左から左から左から

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

森田 耀介さん
土井原 樹さん
高橋 岳大さん

もりた ようすけ

どいはら たつき

たかはし がくと

左から左から左から左から

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

小坂 結菜さん
植木 桃愛さん
丸久 晴子さん

こさか ゆいな

うえき とあ

まるひさ はるこ

左から左から左から左から

松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん
松田 桃衣さん
松本 梨朋さん

まつだ もえ

まつもと りと

左から左から左から左から 早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん
早川 恵仁さん　駒牧 侑大さん

西田 賢人さん

はやかわ あやひと こままき ゆうと

にしだ けんと

２年生の時、校庭に植えたシャインマ
スカット。ジベレリン処理や袋がけな
どにも挑戦して、6年生になった今年
ついに初収穫！早く食べたい！！

おじいちゃんと一緒に

お花を買いに来たよ！

野
菜
大
好
き
！

きれ
いに植えた

よ！

収穫が楽しみ
！

つやま青壮年部西部支部に教わる
小学3年生が

ブロッコリー植えつけ体験
（鏡野町）

僕ら小学1年生も

ブドウが大好き！
「真庭特産品プラスワンの日」
の給食に、 特産ピオーネが
登場したよ！

食農クイズで勝英地域の
野菜の勉強をしたり、ダチョ
ウのマリオネットを作ったよ！

▲特設サイトは
　こちら

ブドウ収穫体験
（高梁市）

食
べ
る
と
、
口
い
っ
ぱ
い
に
爽
や

か
な
甘
さ
が
広
が
っ
た
！

ブ
ド
ウ
を
育
て
る
大
変
さ
が
分

か
っ
た
よ
！

ブドウのことがとっても詳しく学べたよ！

「倉敷青空市やさい畑」来店誘致イベント
（倉敷市）

特産のすばらしさ・農業の魅力を

教えてくれた平松 知芳さん（写真上段中）、

ありがとうございました♪

ひらまつ ともよし
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YAKU IN   NO   H EYA

新
米
の
季
節
到
来
で
す
。

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食

べ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
３
年
度
９
月
期
理
事
会
を
９
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
６

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

に
つ
い
て
／
第
２
号
議
案
：
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
の
倉
敷
支
店
建
て
替
え
及
び
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
新
設（
資
産
運
用
や
保
障
提
案

な
ど
総
合
的
な
相
談
に
応
え
る
）／
第
３
号
議

案
：
大
型
直
売
所
候
補
地
の
選
定（
山
手
直
売

所
敷
地
）／
第
４
号
議
案
：
定
款
認
可
に
か
か

る
字
句
修
正
／
第
５
号
議
案
：
統
括
本
部
運

営
委
員
会
規
程
の
一
部
変
更
／
第
６
号
議
案
：

「
時
価
算
定
要
領
」の
廃
止
・
制
定
な
ら
び
に

「
有
価
証
券
減
損
処
理
基
準
」の
一
部
変
更
／

第
７
号
議
案
：
貯
金
口
座
の
未
利
用
口
座
管

理
手
数
料
導
入
等
に
伴
う
国
債
・
投
信
窓
販

の
規
程
お
よ
び
約
款
の
改
正
／
第
８
号
議
案
：

令
和
２
年
度
岡
山
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に

対
す
る
改
善
状
況
報
告
／
第
９
号
議
案
：
令

和
３
年
産
米（
晩
生
種
・
酒
造
好
適
米
）概
算

金
／
第
10
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組
合

員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
８
月
末
事
業
実
績

／
㈱
岡
山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
清
算
結
了
報

告
／
そ
の
他（
理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

／
真
庭
統
括
本
部
・
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
久
世

第
２
駐
車
場
土
地
売
却
結
果
／
岡
山
県
農
協

中
央
会
会
長
よ
り
農
政
報
告
）

　
優
良
石
材
の
墓
石
を
多
数
ご
用
意
。
商
品

入
れ
替
え
の
た
め
特
価
品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日
：
11
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）

開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
総
合
流
通
セ

ン
タ
ー（
岡
山
市
南
区
藤
田
５
６
６
ー
１
２
６
） 

問
い
合
わ
せ
先
：
各
支
店
購
買
窓
口

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、ｅ
ー
Ｔａｘ（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）で
あ
ら
か
じ
め
届

出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
即
時
ま
た
は

指
定
し
た
期
日
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
便

利
な
電
子
納
税
方
法
で
す
。
金
融
機
関
や
税

務
署
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
期
限

前
の
計
画
的
な
納
付
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
12
月
号
は
家
計
簿
・
別
冊
付
録
付
き
で
す
。

必
要
な
月
の
み
の
購
入
も
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
お
近
く

の
支
店
経

済
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
電
気
メ
ニ
ュ
ー「
Ｊ
Ａ

で
ん
き
」の
取
扱
い
を
11
月
１
日
か
ら
始

め
ま
す
。
独
自
の
料
金
体
系
を
適
用
す

る
こ
と
で
、
中
国
電
力
の
従
来
の
料
金

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
切
り
替
え
の
場
合
、
お
得

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
ご
契
約
内
容
や
使
用
量
な
ど

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

大
型
直
売
所
の
候
補
地
、
米
の
晩
生
種
概
算
金
な
ど

墓
石
大
展
示
会
の
ご
案
内

特
価
品
の
展
示
や
相
談
会
も

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
が
便
利

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
Ｊ
Ａ
で
ん
き
」取
り
扱
い
開
始
Ｊ
Ａ
窓
口
で
簡
単
に
切
り
替
え

家
の
光
を
定
期
購
読
し
ま
せ
ん
か

農
や
食
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け

和牛子牛セリ市況

成　績

※枝肉相場が持ち直しつつあり、８月期より平均３万円上げ

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,050,500円
966,900円
1,050,500円

644,870円
763,386円
711,188円

279㎏
302㎏
292㎏

最高価格 平均価格
119
153
272

10月1日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

Ｊ
Ａ
で
ん
き
公
式
サ
イ
ト

か
ら
も
料
金
の
試
算
が
で

き
ま
す
。

　
旧
Ｊ
Ａ
勝
英
に
入
組
し
、
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
現
在
は
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
渉

外
担
当
者
）と
し
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
み

な
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
生
活
保

障
を
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
勝
北
支
店
の
あ
る
津
山
市
勝
北
地
区
は
、

９
〜
10
月
頃
に
な
る
と「
広
戸
風
」と
呼
ば
れ
る

局
地
風
が
吹
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
四
国
沖
を

台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
が
通
り
過
ぎ
る
時
に

吹
く
と
言
わ
れ
、
ほ
ぼ
毎
年
、
建
物
や
農
作

物
に
被
害
が
出
ま
す
。
過
去

に
は
瞬
間
風
速
50
㍍
を
超
え

る
威
力
で
吹
き
荒
れ
、
甚
大

な
被
害
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
建
物
更
生
共
済
の
提
案

に
は
力
が
入
り
ま
す
。「
保
障

が
あ
っ
て
助
か
っ
た
」と
安
心

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域

の
特
性
も
日
々
学
び
な
が
ら

頼
れ
る
職
員
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
！

　
く
だ
も
の
王
国
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
山
県
で

す
が
、
京
阪
神
市
場
は
県
産
野
菜
に
と
っ
て
も

主
要
な
出
荷
先
で
す
。
夏
場
に
出
荷
さ
れ
る

品
目
で
は
、
食
味
に
こ
だ
わ
っ
た
桃
太
郎
ト
マ

ト
や
、
色
目
の
濃
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
市
場
関

係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
冬
瓜
や
そ
う
め

ん
南
瓜
と
い
っ
た
特
産
野
菜
は
百
貨
店
や
高
級

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
関
西
圏
の
大
手
ス
ー
パ
ー
で
あ
る
万
代

で「
岡
山
県
産
夏
野
菜
フ
ェ
ア
」を
、
京
阪
フ
レ

ス
ト
で「
岡
山
県
産
桃
太
郎
ト
マ
ト
フ
ェ
ア
」を

開
き
、
両
フ
ェ
ア
と
も
に
と
て
も
好
評
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
ト
マ
ト
の
販
売
ス
タ
ッ
フ
に
伺
う
と
、

「
や
っ
ぱ
り
桃
太
郎
は
人
気
。
桃
太
郎
ト
マ
ト
と

紹
介
す
る
と
お
客
さ
ん
の
反
応
が
よ
く
な
る
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
は
県
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
で
あ
る
千
両
な
す
・
白
菜
な
ど

の
秋
冬
野
菜
の
出
番
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
度
重
な
る
異
常
気
象
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
含
め
た
価
格
の
乱
高
下
が
続
く
中

で
す
が
、
野
菜
は
日
常
の
食
卓
に
上
が

る
大
切
な
品
目
な
の
で
、
安
定
的
な

生
産
出
荷
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支店で！➡お近くのJA各支店で直接お申込みいただけます。
WEBから！➡JAバンク口座をお持ちのお客
さまは、WEBからJAカード（クレジット単
機能型）をお申し込みいただけます。  ▶▶▶

マ
ン
ダ
イ

関
西
圏
で
岡
山
県
の
食
材
が
人
気
！
秋
冬
野
菜
に
も
期
待

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

勝英統括本部
勝北支店
推進課
ほんだ

ひ
ろ
ど
か
ぜ

ゆうま

本多 佑真

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

（上）岡山県産夏野菜フェア（万代塚
口店）／（下）岡山県産桃太郎トマト
フェア（京阪フレスト長尾店）
 【両日とも8月4日撮影】

岡山県
大阪事務所 副参事 衣笠　雄一

きぬがさ ゆういち

役員の部屋

5% 請求時
割　引 2円 /ℓ請求時割　引 +2% ポイント

還　元

　　　   新規にJAカードのご入会とご利用で

最大10,000円相当のポイントプレゼント！！
　　　   新規にJAカードのご入会とご利用で

最大10,000円相当のポイントプレゼント！！

+2% ポイント
還　元

さらに

さらに！

※県外のご利用に関しては、上記と異なる場合があります。

ＪＡカー
ドの

ご入会方
法は

こちら⇒
⇒⇒

Aコープご利用で
10月より

JA直売所ご利用で JA-SSご利用で JA経済店舗ご利用で

お得な特典いっぱい！！

▶▶▶▶▶▶

JA カードを活用して
  お得にJAのご利用を !!

“百聞は一見にしかず”
足しげく出向きます
　スケールメリットの発揮こそが自己
改革につながるものと考えています。
その基になるのが、役職員と組合員
との対話であり、コロナ禍で制約を
受けながらも農家訪問日を毎月実施

し、組合員との対話や接点づくりに努めています。
　私自身も合併後、各地区統括本部、中国山地
から島しょ部まで100を超える支店に出向きました。
地域の事情や環境に合わせて営農と暮らしを支え
るJAへの期待や使命を目の当たりにしました。「百
聞は一見にしかず」のごとく、組合員・職員の元に
出向き、生の声を聴き、事業や組織の見直しなど
自己改革に取り組んで参ります。

代表理事組合長　　石　我　　均
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新
米
の
季
節
到
来
で
す
。

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食

べ
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
３
年
度
９
月
期
理
事
会
を
９
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
６

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

に
つ
い
て
／
第
２
号
議
案
：
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
の
倉
敷
支
店
建
て
替
え
及
び
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
新
設（
資
産
運
用
や
保
障
提
案

な
ど
総
合
的
な
相
談
に
応
え
る
）／
第
３
号
議

案
：
大
型
直
売
所
候
補
地
の
選
定（
山
手
直
売

所
敷
地
）／
第
４
号
議
案
：
定
款
認
可
に
か
か

る
字
句
修
正
／
第
５
号
議
案
：
統
括
本
部
運

営
委
員
会
規
程
の
一
部
変
更
／
第
６
号
議
案
：

「
時
価
算
定
要
領
」の
廃
止
・
制
定
な
ら
び
に

「
有
価
証
券
減
損
処
理
基
準
」の
一
部
変
更
／

第
７
号
議
案
：
貯
金
口
座
の
未
利
用
口
座
管

理
手
数
料
導
入
等
に
伴
う
国
債
・
投
信
窓
販

の
規
程
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約
款
の
改
正
／
第
８
号
議
案
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令
和
２
年
度
岡
山
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に

対
す
る
改
善
状
況
報
告
／
第
９
号
議
案
：
令

和
３
年
産
米（
晩
生
種
・
酒
造
好
適
米
）概
算

金
／
第
10
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組
合

員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
８
月
末
事
業
実
績

／
㈱
岡
山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
清
算
結
了
報

告
／
そ
の
他（
理
事
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い
て

／
真
庭
統
括
本
部
・
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
久
世

第
２
駐
車
場
土
地
売
却
結
果
／
岡
山
県
農
協

中
央
会
会
長
よ
り
農
政
報
告
）

　
優
良
石
材
の
墓
石
を
多
数
ご
用
意
。
商
品

入
れ
替
え
の
た
め
特
価
品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日
：
11
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）

開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
総
合
流
通
セ

ン
タ
ー（
岡
山
市
南
区
藤
田
５
６
６
ー
１
２
６
） 

問
い
合
わ
せ
先
：
各
支
店
購
買
窓
口

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、ｅ
ー
Ｔａｘ（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）で
あ
ら
か
じ
め
届

出
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し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
即
時
ま
た
は

指
定
し
た
期
日
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納
付
す
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こ
と
が
で
き
る
便

利
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電
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納
税
方
法
で
す
。
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融
機
関
や
税

務
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窓
口
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向
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必
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な
く
、
納
期
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前
の
計
画
的
な
納
付
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

下
記
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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家
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簿
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近
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。
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ー「
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Ａ

で
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」の
取
扱
い
を
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独
自
の
料
金
体
系
を
適
用
す

る
こ
と
で
、
中
国
電
力
の
従
来
の
料
金

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
切
り
替
え
の
場
合
、
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場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
現
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の
候
補
地
、
米
の
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生
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算
金
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内
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や
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も
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が
便
利
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Ａ
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家
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め
た
価
格
の
乱
高
下
が
続
く
中

で
す
が
、
野
菜
は
日
常
の
食
卓
に
上
が

る
大
切
な
品
目
な
の
で
、
安
定
的
な

生
産
出
荷
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支店で！➡お近くのJA各支店で直接お申込みいただけます。
WEBから！➡JAバンク口座をお持ちのお客
さまは、WEBからJAカード（クレジット単
機能型）をお申し込みいただけます。  ▶▶▶

マ
ン
ダ
イ

関
西
圏
で
岡
山
県
の
食
材
が
人
気
！
秋
冬
野
菜
に
も
期
待

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

勝英統括本部
勝北支店
推進課
ほんだ

ひ
ろ
ど
か
ぜ

ゆうま

本多 佑真

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

（上）岡山県産夏野菜フェア（万代塚
口店）／（下）岡山県産桃太郎トマト
フェア（京阪フレスト長尾店）
 【両日とも8月4日撮影】

岡山県
大阪事務所 副参事 衣笠　雄一

きぬがさ ゆういち

役員の部屋

5% 請求時
割　引 2円 /ℓ請求時割　引 +2% ポイント

還　元

　　　   新規にJAカードのご入会とご利用で

最大10,000円相当のポイントプレゼント！！
　　　   新規にJAカードのご入会とご利用で

最大10,000円相当のポイントプレゼント！！

+2% ポイント
還　元

さらに

さらに！

※県外のご利用に関しては、上記と異なる場合があります。

ＪＡカー
ドの

ご入会方
法は

こちら⇒
⇒⇒

Aコープご利用で
10月より

JA直売所ご利用で JA-SSご利用で JA経済店舗ご利用で

お得な特典いっぱい！！

▶▶▶▶▶▶

JA カードを活用して
  お得にJAのご利用を !!

“百聞は一見にしかず”
足しげく出向きます
　スケールメリットの発揮こそが自己
改革につながるものと考えています。
その基になるのが、役職員と組合員
との対話であり、コロナ禍で制約を
受けながらも農家訪問日を毎月実施

し、組合員との対話や接点づくりに努めています。
　私自身も合併後、各地区統括本部、中国山地
から島しょ部まで100を超える支店に出向きました。
地域の事情や環境に合わせて営農と暮らしを支え
るJAへの期待や使命を目の当たりにしました。「百
聞は一見にしかず」のごとく、組合員・職員の元に
出向き、生の声を聴き、事業や組織の見直しなど
自己改革に取り組んで参ります。

代表理事組合長　　石　我　　均
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
豪
雨
被
害
か
ら
3
年
、
真
備
町
川
辺

地
区
の
水
路
を
流
れ
る
水
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
見
間
違
い
で
は
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
梅
花
藻
が
水
流
の
中

に
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
感
動
。
田
ん

ぼ
の
お
か
げ
で
す
ね
。

倉
敷
市
・
横
溝 

さ
ち
子
さ
ん

▼
茨
城
県
か
ら
移
住
し
て
自
家
用
の
無

農
薬
栽
培
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。
も
う

す
ぐ
稲
刈
り
！
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
っ
て
ハ

ザ
掛
け
し
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
天
日
干
し

は
お
い
し
い
で
す
！
以
前
は
、
手
植
え
・

手
刈
り
で
、
唐
箕
・
足
踏
み
脱
穀
機
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
大
変
！

昔
の
人
は
す
ご
い
で
す
ね
。

和
気
町
・
佐
伯 

志
保
さ
ん（
40
代
）

▼
週
末
に
倉
敷
か
ら
新
見
へ
通
っ
て
お
米

を
育
て
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
新
米
が
穫
れ
た
と
き
は
う

れ
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
ち
ー
た
ん
さ
ん（
60
代
）

▼
我
が
家
も
両
親
の
田
ん
ぼ
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
が
、
重
労
働
で
コ
ス
ト
も
か
か

る
し
両
親
も
高
齢
に
な
り
、
あ
と
何
年

で
き
る
か
と
い
う
状
況
で
す
。
先
月
号

の
特
集
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
り
農

業
へ
の
取
り
組
み
方
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
機
械
化
が

進
ん
で
楽
に
な
り
、
少
し
で
も
若
い
世

代
が
農
業
に
携
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
で

す
ね
。笠

岡
市
・
森
田 

裕
子
さ
ん（
40
代
）

▼
今
年
も
草
と
戦
い
、
イ
ノ
シ
シ
と
戦
い
、

水
の
管
理
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
米

の
値
段
が
下
が
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
農

産
物
は
値
上
げ
が
多
い
の
に
！
お
米
を

食
べ
ま
し
ょ
う
！！

美
咲
町
・
重
歳 

博
美
さ
ん（
60
代
）

▼
ト
マ
ト
大
好
き
な
の
で「
鬼
退
治
桃
太

郎
ト
マ
ト
」を
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
栽
培
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
、
応

援
し
て
い
ま
す
。

勝
央
町
・
光
石 

直
子
さ
ん（
60
代
）

▼
子
ど
も
の
頃
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
冷
や

し
た
ト
マ
ト
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
家
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
し
か
作
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
大
き
い
ト
マ
ト
は

最
高
で
す
。
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
栽
培
を

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

津
山
市
・
青
山 

功
美
子
さ
ん（
70
代
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
孫
に
会
え
な
い
中
、「
地

域
を
元
気
に
！
」の
コ
ー
ナ
ー
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

早
く
孫
に
会
え
る
よ
う
に
な
っ
て
野
菜

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
木
山 

ひ
と
み
さ
ん（
60
代
）

▼
都
会
で
は
野
菜
が
高
い
と
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
見
で
は
安

く
手
に
入
る
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
！！
A
コ
ー
プ
あ
し
ん
、
あ
し
ん
広
場

が
お
ス
ス
メ
で
す
。

新
見
市
・
高
岸 

靖
さ
ん（
40
代
）

▼
今
年
は
ミ
ニ
・
中
玉
・
大
玉
と
た
く

さ
ん
の
ト
マ
ト
が
で
き
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
取
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
み

な
さ
ん
に
お
す
そ
わ
け
し
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
青
江 

京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
昨
年
、
主
人
が
初
め
て
畑
で
野
菜
を

作
り
ま
し
た
。
好
き
な
シ
ュ
ン
ギ
ク
を
植

え
て
い
ま
し
た
が
、
手
を
か
け
る
と
枯

れ
て
い
き
、
放
っ
て
お
く
と
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。「
野
菜
っ
て
本
当
に
難
し
い
な
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た（
笑
）。

鏡
野
町
・
大
上 

千
里
さ
ん（
30
代
）

▼
ブ
ド
ウ
の
お
い
し
い
季
節
。
3
歳
の

孫
に「
一
番
好
き
な
も
の
は
？
」と
聞
く

と「
ブ
ド
ウ
！
」と
答
え
ま
す
。
し
か
し
、

季
節
ご
と
に
好
き
な
も
の
を
変
え
て
い

る
と
お
嫁
さ
ん
は
気
が
付
い
て
い
ま
す
。

春
は
イ
チ
ゴ
、
冬
は
ミ
カ
ン
。
と
に
か

く
フ
ル
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。
農
業
を

さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
か
げ
で
、
お
い

し
い
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

真
庭
市
・
山
野 
み
さ
こ
さ
ん（
50
代
）

▼
我
が
家
の
菜
園
は
狭
い
の
で
、
今
ま

で
イ
モ
を
植
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
晴
れ
ば
れ
6
月
号
で
紹
介

の「
肥
料
袋
で
の
作
り
方
」を
見
て
、
サ

ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

小
さ
い
け
ど
、
と
て
も
お
い
し
い
も
の

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ン
ザ
イ
で
す
。

笠
岡
市
・
原
田 

澄
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
推
し
名
物
」の
白
桃
コ
ロ
ッ
ケ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
に
脱
帽
で
す
。

モ
モ
の
食
感
を
楽
し
め
そ
う
で
す
ね
。

井
原
市
・
川
上 

真
澄
さ
ん（
40
代
）

▼
農
業
素
人
な
の
で
家
庭
菜
園
の
コ
ー

ナ
ー
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
あ
ぜ
み

ち
川
柳
は
読
ん
で
い
て「
私
も
だ
！
」と

ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

新
見
市
・
安
達 

弘
子
さ
ん（
70
代
）

▼
岡
山
木
村
屋
と
コ
ラ
ボ
し
た
フ
ル
ー
ツ

サ
ン
ド
を
毎
週
土
曜
日
に
買
い
に
行
き
、

シ
ー
ル
を
集
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
数
回

応
募
し
ま
し
た
。
サ
ン
ド
に
は
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
が
ま
る
ご
と
入
っ
て
い
ま
し

た
。
母
と
2
人
分
を
購
入
し
て
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
・
井
上 

明
子
さ
ん（
50
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

別名は甘藷（かんしょ）。大学芋の材
料です
せき止めに良いといわれるバラ科の果実
エックスとゼットの間
̶はあざなえる縄のごとし
酢、しょうゆ、みりんを合わせて作ります
おでこに手を当てて測ることも
搾り汁から黒糖が作られます
海の̶、山の̶をふんだんに
使ったごちそう
プレゼントに掛けて結びます
東の空が明るくなってくるころ
さなぎや幼虫から成虫になること

1

2
3
4
6
8
10
12

14
16
18

メダカもタイもサメもこれ
みそ汁によく入れる海藻といえば
水面に糸を垂らして楽しみます
紙幣や硬貨を入れます
鶴は千年、亀は̶
バナナの木は、本当は木でなくて̶なのだとか
鳥が羽ばたかせるもの
林より木が1本多い
葉が黄色く色づく街路樹
̶がびょうぶに上手に̶の絵を描いた
だんだん深まって冬に向かいます
11月3日は̶の日。国民の祝日です
画家・ムンクの代表的な作品

1
3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がござ
いますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年11月10日（水）消印有効

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に「農協精米
『きぬむすめ』（5㎏）」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「タイイクサイ」
応募総数
671件

バ
イ
カ
モ

と
う
み

あさの くにこ

井原市
西村 ルリ子さん

美作市
福田 照美さん

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」

「
川
柳
」の
ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

E
メ
ー
ル・
F
A
X

で
の
応
募
も
O
K
!!

新
米
の
季
節
で
す
ね
！
先
月
号
に
引
き
続
き

今
月
号
の
特
集
も『
お
米
』で
す
。
田
ん
ぼ
の
大

切
さ
や
お
い
し
い
お
米
が
で
き
る

ま
で
を
学
ん
で
、
あ
と
は
味
わ

う
の
み
！
楽
し
み
で
す
ね
！

「
先
月
号
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
！
」「
新
米
に

合
う
お
い
し
い
お
か
ず
の
レ
シ
ピ
が
知
り
た

い
！
」と
い
う
方
は
J
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

過
去
の
広
報
誌
を
全
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
人
気
の
家
庭
菜
園
ペ
ー
ジ
も
見
直
せ

ま
す
よ
♪
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！（
矢
部
）

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｊａ‐ｈａｒｅｏｋａ．ｏｒ．ｊｐ／ａｂｏｕｔｕｓ／ｋｏｕｈｏｕｓｉ．ｈｔｍｌ
過去の広報誌はこちら▶

サ
ボ
テ
ン
が
家
に
来
て
20
年
程
た
ち
ま
す
が
、

今
ま
で
で
1
番
多
く
13
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
咲
く
と
見
事
で
、
と
て
も

き
れ
い
で
香
り
も
よ
く
、
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

美
咲
町
　石
坂 

一夫
さ
ん

「きれいだよ」と見せてくれたヤ
マトタマムシ。さすが「お山の
おうちの子」！
美作市　中島 克子さん

数十年に一度  サトイモに花
十年に一度と言われるサトイモ
の花が、奈義町の浅野久仁子

さんの畑で咲きました。淡いクリーム
色で、特有の細長い先の尖った円錐
状をしています。大きく茂った葉の中で、
親芋のわき芽から垂直に伸び上がり、
30～40cmほどの長さにまで成長しま
す。勝英農業普及指導センターの担

当者も「開花を今まで聞いたことがな
い」と驚きを隠せません。
　サトイモは高温多湿の東南アジア
原産のため、国内で花をつけるのは
とても珍しいといいます。今年は全国
的に開花に適した気候が続いたこと
から、各地で開花の便りも報告され
ています。

数

地
域の
良さ再発見!!

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

これぞ
奇跡

地
域の
良さ再発見

!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
豪
雨
被
害
か
ら
3
年
、
真
備
町
川
辺

地
区
の
水
路
を
流
れ
る
水
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。
見
間
違
い
で
は
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
梅
花
藻
が
水
流
の
中

に
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
感
動
。
田
ん

ぼ
の
お
か
げ
で
す
ね
。

倉
敷
市
・
横
溝 

さ
ち
子
さ
ん

▼
茨
城
県
か
ら
移
住
し
て
自
家
用
の
無

農
薬
栽
培
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。
も
う

す
ぐ
稲
刈
り
！
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
っ
て
ハ

ザ
掛
け
し
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
天
日
干
し

は
お
い
し
い
で
す
！
以
前
は
、
手
植
え
・

手
刈
り
で
、
唐
箕
・
足
踏
み
脱
穀
機
を

使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
大
変
！

昔
の
人
は
す
ご
い
で
す
ね
。

和
気
町
・
佐
伯 

志
保
さ
ん（
40
代
）

▼
週
末
に
倉
敷
か
ら
新
見
へ
通
っ
て
お
米

を
育
て
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
新
米
が
穫
れ
た
と
き
は
う

れ
し
い
で
す
。

倉
敷
市
・
ち
ー
た
ん
さ
ん（
60
代
）

▼
我
が
家
も
両
親
の
田
ん
ぼ
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
が
、
重
労
働
で
コ
ス
ト
も
か
か

る
し
両
親
も
高
齢
に
な
り
、
あ
と
何
年

で
き
る
か
と
い
う
状
況
で
す
。
先
月
号

の
特
集
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
り
農

業
へ
の
取
り
組
み
方
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
機
械
化
が

進
ん
で
楽
に
な
り
、
少
し
で
も
若
い
世

代
が
農
業
に
携
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
で

す
ね
。笠

岡
市
・
森
田 

裕
子
さ
ん（
40
代
）

▼
今
年
も
草
と
戦
い
、
イ
ノ
シ
シ
と
戦
い
、

水
の
管
理
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、
米

の
値
段
が
下
が
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
農

産
物
は
値
上
げ
が
多
い
の
に
！
お
米
を

食
べ
ま
し
ょ
う
！！

美
咲
町
・
重
歳 

博
美
さ
ん（
60
代
）

▼
ト
マ
ト
大
好
き
な
の
で「
鬼
退
治
桃
太

郎
ト
マ
ト
」を
食
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
栽
培
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
、
応

援
し
て
い
ま
す
。

勝
央
町
・
光
石 

直
子
さ
ん（
60
代
）

▼
子
ど
も
の
頃
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
冷
や

し
た
ト
マ
ト
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
家
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
し
か
作
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
大
き
い
ト
マ
ト
は

最
高
で
す
。
桃
太
郎
ト
マ
ト
の
栽
培
を

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

津
山
市
・
青
山 

功
美
子
さ
ん（
70
代
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
孫
に
会
え
な
い
中
、「
地

域
を
元
気
に
！
」の
コ
ー
ナ
ー
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

早
く
孫
に
会
え
る
よ
う
に
な
っ
て
野
菜

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
木
山 

ひ
と
み
さ
ん（
60
代
）

▼
都
会
で
は
野
菜
が
高
い
と
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
見
で
は
安

く
手
に
入
る
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
！！
A
コ
ー
プ
あ
し
ん
、
あ
し
ん
広
場

が
お
ス
ス
メ
で
す
。

新
見
市
・
高
岸 

靖
さ
ん（
40
代
）

▼
今
年
は
ミ
ニ
・
中
玉
・
大
玉
と
た
く

さ
ん
の
ト
マ
ト
が
で
き
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
取
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
み

な
さ
ん
に
お
す
そ
わ
け
し
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
青
江 

京
子
さ
ん（
70
代
）

▼
昨
年
、
主
人
が
初
め
て
畑
で
野
菜
を

作
り
ま
し
た
。
好
き
な
シ
ュ
ン
ギ
ク
を
植

え
て
い
ま
し
た
が
、
手
を
か
け
る
と
枯

れ
て
い
き
、
放
っ
て
お
く
と
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。「
野
菜
っ
て
本
当
に
難
し
い
な
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た（
笑
）。

鏡
野
町
・
大
上 

千
里
さ
ん（
30
代
）

▼
ブ
ド
ウ
の
お
い
し
い
季
節
。
3
歳
の

孫
に「
一
番
好
き
な
も
の
は
？
」と
聞
く

と「
ブ
ド
ウ
！
」と
答
え
ま
す
。
し
か
し
、

季
節
ご
と
に
好
き
な
も
の
を
変
え
て
い

る
と
お
嫁
さ
ん
は
気
が
付
い
て
い
ま
す
。

春
は
イ
チ
ゴ
、
冬
は
ミ
カ
ン
。
と
に
か

く
フ
ル
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。
農
業
を

さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
か
げ
で
、
お
い

し
い
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

真
庭
市
・
山
野 

み
さ
こ
さ
ん（
50
代
）

▼
我
が
家
の
菜
園
は
狭
い
の
で
、
今
ま

で
イ
モ
を
植
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
晴
れ
ば
れ
6
月
号
で
紹
介

の「
肥
料
袋
で
の
作
り
方
」を
見
て
、
サ

ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

小
さ
い
け
ど
、
と
て
も
お
い
し
い
も
の

が
で
き
ま
し
た
。
バ
ン
ザ
イ
で
す
。

笠
岡
市
・
原
田 

澄
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
推
し
名
物
」の
白
桃
コ
ロ
ッ
ケ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
に
脱
帽
で
す
。

モ
モ
の
食
感
を
楽
し
め
そ
う
で
す
ね
。

井
原
市
・
川
上 

真
澄
さ
ん（
40
代
）

▼
農
業
素
人
な
の
で
家
庭
菜
園
の
コ
ー

ナ
ー
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
あ
ぜ
み

ち
川
柳
は
読
ん
で
い
て「
私
も
だ
！
」と

ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

新
見
市
・
安
達 

弘
子
さ
ん（
70
代
）

▼
岡
山
木
村
屋
と
コ
ラ
ボ
し
た
フ
ル
ー
ツ

サ
ン
ド
を
毎
週
土
曜
日
に
買
い
に
行
き
、

シ
ー
ル
を
集
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
数
回

応
募
し
ま
し
た
。
サ
ン
ド
に
は
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
が
ま
る
ご
と
入
っ
て
い
ま
し

た
。
母
と
2
人
分
を
購
入
し
て
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
・
井
上 

明
子
さ
ん（
50
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

別名は甘藷（かんしょ）。大学芋の材
料です
せき止めに良いといわれるバラ科の果実
エックスとゼットの間
̶はあざなえる縄のごとし
酢、しょうゆ、みりんを合わせて作ります
おでこに手を当てて測ることも
搾り汁から黒糖が作られます
海の̶、山の̶をふんだんに
使ったごちそう
プレゼントに掛けて結びます
東の空が明るくなってくるころ
さなぎや幼虫から成虫になること

1

2
3
4
6
8
10
12

14
16
18

メダカもタイもサメもこれ
みそ汁によく入れる海藻といえば
水面に糸を垂らして楽しみます
紙幣や硬貨を入れます
鶴は千年、亀は̶
バナナの木は、本当は木でなくて̶なのだとか
鳥が羽ばたかせるもの
林より木が1本多い
葉が黄色く色づく街路樹
̶がびょうぶに上手に̶の絵を描いた
だんだん深まって冬に向かいます
11月3日は̶の日。国民の祝日です
画家・ムンクの代表的な作品

1
3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がござ
いますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年11月10日（水）消印有効

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に「農協精米
『きぬむすめ』（5㎏）」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「タイイクサイ」
応募総数
671件

バ
イ
カ
モ

と
う
み

あさの くにこ

井原市
西村 ルリ子さん

美作市
福田 照美さん

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」

「
川
柳
」の
ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

E
メ
ー
ル・
F
A
X

で
の
応
募
も
O
K
!!

新
米
の
季
節
で
す
ね
！
先
月
号
に
引
き
続
き

今
月
号
の
特
集
も『
お
米
』で
す
。
田
ん
ぼ
の
大

切
さ
や
お
い
し
い
お
米
が
で
き
る

ま
で
を
学
ん
で
、
あ
と
は
味
わ

う
の
み
！
楽
し
み
で
す
ね
！

「
先
月
号
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
！
」「
新
米
に

合
う
お
い
し
い
お
か
ず
の
レ
シ
ピ
が
知
り
た

い
！
」と
い
う
方
は
J
A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

過
去
の
広
報
誌
を
全
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
人
気
の
家
庭
菜
園
ペ
ー
ジ
も
見
直
せ

ま
す
よ
♪
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！（
矢
部
）

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｊａ‐ｈａｒｅｏｋａ．ｏｒ．ｊｐ／ａｂｏｕｔｕｓ／ｋｏｕｈｏｕｓｉ．ｈｔｍｌ
過去の広報誌はこちら▶

サ
ボ
テ
ン
が
家
に
来
て
20
年
程
た
ち
ま
す
が
、

今
ま
で
で
1
番
多
く
13
の
花
が
咲
き
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
咲
く
と
見
事
で
、
と
て
も

き
れ
い
で
香
り
も
よ
く
、
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

美
咲
町
　石
坂 

一夫
さ
ん

「きれいだよ」と見せてくれたヤ
マトタマムシ。さすが「お山の
おうちの子」！
美作市　中島 克子さん

数十年に一度  サトイモに花
十年に一度と言われるサトイモ
の花が、奈義町の浅野久仁子

さんの畑で咲きました。淡いクリーム
色で、特有の細長い先の尖った円錐
状をしています。大きく茂った葉の中で、
親芋のわき芽から垂直に伸び上がり、
30～40cmほどの長さにまで成長しま
す。勝英農業普及指導センターの担

当者も「開花を今まで聞いたことがな
い」と驚きを隠せません。
　サトイモは高温多湿の東南アジア
原産のため、国内で花をつけるのは
とても珍しいといいます。今年は全国
的に開花に適した気候が続いたこと
から、各地で開花の便りも報告され
ています。

数

地
域の
良さ再発見!!

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

これぞ
奇跡

地
域の
良さ再発見

!!
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「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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Vol.19　2021年　11月号 
ホームページ
随時更新中！！

2021

vo l .19
11

特 集　新米を食べて農を応援

RSK古米リポーターと新見女性部豊永支部 加藤智子支部長（右）
かとうふるまい ともこ

ピオーネの
メープルパンプティング

・オーブンを180度で予熱しておく。予熱機能のないオーブンは温度設
定し、10分加熱を行った後、焼き始める。

1. フランスパンを１口大に切る。
2. ボウルにアパレイユの材料を入れて混ぜ合わせる。
3. 耐熱皿に①と②、「ピオーネ」を皮ごと入れる。
4. 180度のオーブンで色がつくまで20分ほど焼く。　　　　　　　　
★ポイント！…焼き色が付きすぎてしまう場合は、アルミホイルを被せる。

5. 粉砂糖をかけ、ミントを添えて、完成！！

[ 材 料／１台分（１０００㎖耐熱皿）] [ 準備 ]

[つくりかた ]

■フランスパン………………… 100ｇ
■ピオーネ………………………100ｇ
（アパレイユ）　　　　　　　　　　　
□牛乳……………………… 200㎖
□メープルシロップ…………… 50㎖
□卵（Ｍサイズ）……………… 2個
■粉砂糖…………………………適量
■ミント……………………………適量

「ピオーネ」の
甘味と香り引き立つ
お手軽おやつです!!

晴れびと！

“ピオーネ愛”
親から子へ

RSK

「笑味
ちゃん

天気予
報」で

紹介！
！

  （ごご
6時50

分～7
時）
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